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　　　１月

　　　２火

　　　３祝

　　　４休

●　５祝

　　　６土

●　７日

　　　８月

　　　９火

　　　10水

　　　11木

　　　12金

13土i

14日

ｉ

●　15月

　　　16火

●17水

　　　18木

　　　19金

　　　20土

　　　21　日

●　22月

　　　23火

　　　24水

　　　25木

　　　26金

　　　27土

　　　28日

●　29月

　　　30火

　　　31水

憲法記念日

国民の休日

こどもの日
ファミリーフェスタin中総岡m中央総合公園､午前10時～午後4時）

立夏　バラまつり（奥殿陣屋、～６月18日）

｢アンバンマン｣｢詩とメルヘン｣の原画とやなせたかしのおしごと展

(おかざき世界子ども美術博物館､～7月9日)

リサイクルの日（リサイクルブラザ、午前９時～午後４時）

平成18年5月1日No. 1047

岡崎市の人口

2006年４月1日現在

尽男１ 185,452人　52 A滅

匹女。 182,398人100 人S!

詣計、 367,850人152人減

世帯数 133,706世帯138i帯刎

囲特集1　　　(仮称)図書館交流ブラザ

ー
特集2　　　　高齢者福祉サ

ー
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1警察署長井川遥さん

囮声

囮おかざき花暦

囮お知らせ

國既認巴

固衷表紙

皆さんからの声

空 き 地 の ニ

ュ ー
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ガ ラ コ ン サ

ー

ト ／ ｢ ア ン パ ン マ ン ｣ ｢ 詩 と メ ル
ヘ ン

｣

の 原 画 と や な せ た か し の お し ご と 展

岡崎の文化財一天恩寺仏殿・山門

片寄町にある天恩寺。同寺の由緒書には、

足利尊氏の遺言によって1362(貞治元)年

に足利義満が建立したと記されています。

江戸時代には79石余の寺領を持ち、この

地方の中心寺院であったと伝えられてい

ます。明治40年５月に、仏殿と山門が国

の指定重要文化財に指定されました。天

恩寺には、このほかにも市の指定文化財

として、からうすの図などの絵画や徳川

家康公とゆかりのある見返りの大スギな

どが大切に維持保存されています。

　Ｎ

(!)

男川

額田支所

天恩寺

　●

角

(2100
市政だよりおかざきはエコマーク認定の再生紙に環境にやさしい大豆油インキで印刷してし球す。

　　　　　岡m市はISO 14001の認証を取mし､環境保全活動を積極的に推進しています。

市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日囲
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もが気軽に訪れることのできる

　　　　｢まちの縁側空間｣が誕生します

(仮称)岡崎市図書館交流プラザ゜

平成２０年秋オープン予定　　゜

　岡崎藩の藩校「允文館」。明治のはじめ、岡崎藩知事本多忠直が新しい時代の要求に

対応できる人材を育成するために康生地区に開設しました。その流れをくむ学びの場所

に、これからの社会を先取りできる「人」を育む「楽・習・交流」の拠点整備が進めら

れています。岡崎の知的活動拠点をめざすこの施設は、「図書館」「活動支援」「文化創造」

「交流」の４つの機能で構成されています。　２年間のワークショップに集った500人を

超える市民の願いや声が「かたち」となり、それぞれの機能が自立しながらもゆるやか

に融合しています。

　くつろぎとにぎわい、ふれあいと活動、楽しさと意外性、異質なエネルギー同士が出

会うことで新しい文化が生まれます。

囲市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日

康生地区拠点開設準備室総務班S 2 3・6604
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会議室5･6･7

芥
｜

施設東側外観

　　　　　　会議室4

　　　　内田修
ジャズコレクション
　　　　展示室

　　　一

回

ｵーブンスペース･作Ill

市民活動

総合支援センター

ロビー･交流スペース

創作工房

ぺこ7

●
　
　
●

施設西側外観

物販･飲食

　　屋内駐車場

岡崎むかし館

会議室3

施設南側外観
-UHv－

構造／鉄筋コンクリート、一部鉄骨鉄筋コンクリート造り･鉄骨造り

駐車場／300台

駐輪場／300台

建設予定地／康生通西４丁目71番地

施設概要

　施設／生涯学習複合施設（地上３階建て）

　延床面積／約18.000rTf

歴
史
的
文
脈
と
都
市
景
観
に
融
合
す
る

‘
―
『
‘
ｉ
－
－
‐
－
　
―

　
建
設
予
定
地
は
、
岡
崎
城
の
城
郭
の
一

部
で
、
外
堀
も
あ
り
ま
し
た
。
大
樹
寺
の

境
内
か
ら
三
門
を
通
し
て
岡
崎
城
天
守
閣

を
望
む
眺
望
ラ
イ
ン
（
ビ
ス
タ
ラ
イ
ン
）

上
に
も
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
建
物
デ

ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
、
歴
史
的
文
脈
と
都

市
景
観
に
融
合
し
、
洗
練
さ
れ
た
外
観
の

施
設
と
な
り
ま
す
。

公
園
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
Ｉ

－す
る

　
低
層
の
建
物
と
屋
外
に
一
体
感
を
持
た

せ
、
読
書
の
森
や
伊
賀
川
、
岡
崎
公
園
と

の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、
施
設
全
体
と
し

て
公
園
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

　
ｉ
ｌ
’
１
１
１

　
市
民
と
共
に
成
長
す
る

　
岡
崎
城
の
外
堀
の
記
憶
を
引
用
し
た
ゆ

る
や
か
な
曲
線
を
描
く
主
動
線
が
、
施
設

全
体
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
各
機
能
を
分
断

す
る
こ
と
な
く
、
来
館
者
の
交
流
を
生
み
、

活
動
を
育
む
空
間
と
な
り
ま
す
。
ま
ち
の

縁
側
と
し
て
人
々
が
行
き
交
い
、
集
い
、

市
民
と
共
に
成
長
す
る
施
設
と
な
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。

(D
ぽttS I心

漬露壷雨量

毘
ｒ
肖
作
り
｀
り
ゆ

懇鶯-4然斗-,

t≪t■
至幸田
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ゆ

と
り
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
を

提
供
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
身

体
の
不
自
由
な
か
た
や
小
さ
な
子
ど
も
連

れ
の
か
た
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
利
用
者
の
知

的
活
動
と
創
造
的
文
化
活
動
を
支
援
す
る

生
涯
学
習
の
拠
点
で
す
。

　‘-=一(仮称)岡崎市図書館交流プラザ

＠
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(仮称)図書館交流プラザ模型(1／250)

　
●
　
●

　
　
　
　
　
‐
Ｉ
Ｉ

Ｌ
ｙ
フ
レ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
う
り
Ｉ
（
ｊ
階
）
一

・
郷
土
行
政
資
料
・
参
考
資
料
の
ほ
か
、

比
較
的
専
門
性
の
高
い
一
般
図
書
を
そ
ろ

え
た
フ
ロ
ア
で
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
情

報
検
索
、
電
子
情
報
の
閲
覧
が
可
能
な
ほ

か
、
研
究
や
調
べ
学
習
に
対
応
で
き
る
部

屋
を
用
意
し
、
市
民
の
求
め
る
資
料
や
課

題
・
調
査
研
究
に
対
応
し
ま
す
。

　
１
ポ
ピ
ユ
ラ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
２
階
）
　
」

・
生
活
に
身
近
な
資
料
を
テ
ー
マ
別
に
見

や
す
く
そ
ろ
え
た
書
架
を
中
心
と
す
る
、

誰
に
で
も
利
用
し
や
す
い
フ
ロ
ア
で
す
。

・
新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
や
視
聴
覚
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
多
彩
な
資
料
を
楽
し
め
る
ス

ペ
ー
ス
、
ま
た
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ナ

ー
や
子
ど
も
図
書
室
な
ど
、
く
つ
ろ
い
だ

雰
囲
気
の
中
で
本
に
親
し
む
た
め
の
ス
ペ

ー
ス
を
用
意
し
ま
す
。

図書館イメージ

●
　
　
●

文化創造

ｉ

　
文
化
や
産
業
な
ど
の
目
的
に
幅
広
く
対

応
す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
、
ス
タ
ジ
オ
・
録

音
設
備
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
創
作
工
房
な
ど

多
く
の
か
た
に
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
岡
崎
ら
し
さ
を
発
見
・
発

信
す
る
場
と
し
て
、
見
て
、
聞
い
て
、
感

じ
て
、
触
れ
ら
れ
る
充
実
し
た
設
備
が
整

っ
て
い
ま
す
。

１
１
１
ス
タ
ジ
オ
（
「
・
‐
階
」
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－
『

　
－
‐
‐
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’
‐
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－
－
－
－
ｉ
：
ｉ
‐
‐

　
大
・
中
・
小
３
種
類
の
大
き
さ
の
６
つ

の
音
楽
練
習
ス
タ
ジ
オ
を
用
意
し
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
大
は
姿
見
鏡
と
ダ
ン
ス
バ
ー
も

備
え
、
ダ
ン
ス
の
練
習
な
ど
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

ｉ
‐
ｉ
‐
ｉ
‐
・
１
　
　
　
‐
‐
‐
－
ｌ
ｉ
ｌ
‐
‐
ｌ
ｉ
　
－

i
康
生
ホ
ー
ル
（
１
階
）

ｆ
　
―
―
－
－
　
　
　
　
　
　
―
－
－
－
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
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可
動
式
の
客
席
２
９
２
席
、
幅

1
1
肝
、

奥
行
６
び
の
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
多
目
的

ホ
ー
ル
で
す
。
残
響
の
少
な
い
音
饗
】
特
性

を
持
ち
、
ジ
ャ
ズ
や
ロ
ッ
ク
な
ど
の
Ｐ
Ａ

　
（
拡
声
装
置
）
を
使
用
す
る
音
楽
演
奏
、

演
劇
、
講
演
会
な
ど
に
適
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ル
の
床
は
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
（
舞

台
と
客
席
の
間
に
段
差
の
な
い
平
ら
な
状

態
）
に
な
り
、
客
席
を
収
納
す
る
と
東
西

2
2
び
×
南
北
1
5
び
Ｘ
高
さ
８
び
の
空
間
が

生
ま
れ
、
展
示
会
や
パ
ー
テ
ィ
な
ど
に
も

●
利
用
で
き
ま
す
。

一
歴
史
資
料
展
示
室
「
岡
崎
む
か
し
館
」

Å
１
階
）

　
岡
崎
城
や
家
康
館
、
郷
土
館
、
美
術
博

物
館
な
ど
と
の
連
携
・
役
割
分
担
の
も
と
、

主
に
小
中
学
生
が
授
業
で
学
習
す
る
内
容

を
中
心
と
し
て
、
岡
崎
の
歴
史
に
つ
い
て

展
示
し
ま
す
。
市
内
各
地
域
の
伝
承
や
祭

り
、
父
母
・
祖
父
母
が
子
ど
も
の
頃
の
暮

ら
し
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
郷
土

の
偉
人
な
ど
も
紹
介
し
、
岡
崎
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供

し
ま
す
。

康生ホールイメージ
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内
田
修
ジ
ャ
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
。

　
（
２
階
）

ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
－
。

　
専
門
家
か
ら
「
世
界
的
に
見
て
も
他
に

類
の
な
い
極
め
て
価
値
の
高
い
文
化
資
産
」

と
言
わ
れ
る
ジ
ャ
ズ
資
料
を
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
か
ら
移
転
展
示
し
ま
す
。
か
つ
て

市
内
に
在
住
し
た
外
科
医
、
内
田
修
氏
が

収
集
し
た
ジ
ャ
ズ
レ
コ
ー
ド
ー
2
3
0
8

枚
、
自
宅
に
作
ら
れ
た
「
ド
ク
タ
ー
ズ
・

ス
タ
ジ
オ
」
な
ど
で
録
音
さ
れ
た
８
５
５

本
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ー
プ
、
ゆ
か
り
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
楽
器
な
ど
、
平
成
５

年
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
創
作
工
房
（
２
階
）
　
　
　
　
　
　
　
－
！

　
　
　
－
。
．
ｉ

　
　
地
域
の
有
す
る
技
の
伝
承
と
、
も
の
づ

　
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
場
で
す
。

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ドクターズ･スタジオ再現イメージ

活動支援
レ
レ
レ
』

―

市民活動と自己実現の場

＜市民活動総合支援セン

ター(2階)＞

Ｆ

　
心
地
よ
い
環
境
の
中
で
総
合
的
な
生
涯

学
習
活
動
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
の

施
設
で
は
、
４
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
講
座
、

情
報
提
供
、
相
談
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ

り
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
生
活
や
自
主
的
な
活
動
を

支
援
す
る
全
市
的
な
拠
点
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
設
備
や
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
生
涯
学
習
活
動
支
援
の
た
め
、
情
報
提

供
・
相
談
、
人
材
育
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

：
‐
　
　
‐
‐
　
１
‐
ｉ
１
１
－
・
ｉ
ｌ
・
－
－
・
：
！

　
自
主
的
な
市
民
活
動
を
応
援
し
、
団
体

の
交
流
促
進
と
市
民
活
動
の
活
性
化
を
行

い
ま
す
。

一
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

『
ｔ
ｌ
ｌ
・
ｆ
ｌ
－
ｉ
―
―
ｉ
―

=

　
文
化
や
言
語
の
壁
を
越
え
た
外
国
人
と

の
市
民
交
流
の
推
進
と
、
国
際
文
化
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
多
文
化
共
生
支
援
を
進
め

ま
す
。

ｉ
‐
『
‐
‐
・
１
　
　
　
　
　
　
１
１
　
ｊ

Ｉ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

一
　
　
１
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
1
1
1
1
1

　
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
、
意
識
啓

発
・
交
流
・
相
談
・
活
動
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
　
　
●

　
様
々
な
「
か
た
ち
」
を
支
援
す
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
／
作
業
室
（
２
階
）

　
市
民
活
動
団
体
が
、
打
ち
合
わ
せ
な
ど

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
印
刷
作
業
な

ど
が
で
き
る
部
屋
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

親
子
ス
ペ
ー
ス
（
２
階
）

　
幼
児
と
親
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
休
憩
し

た
り
す
る
部
屋
で
す
。
授
乳
や
お
む
つ
替

え
を
す
る
場
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

調
理
室
（
２
階
）

　
６
人
用
の
調
理
台
４
台
を
周
辺
に
配
置

し
、
試
食
も
で
き
る
机
・
い
す
を
中
央
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

会
議
室
（
１
、
２
、
３
階
）

　
可
動
式
間
仕
切
り
を
開
閉
す
る
こ
と
に

よ
り
、
部
屋
数
が
フ
～
1
1
室
、
広
さ
は
4
0

平
方
び
か
ら
２
８
０
平
方
び
に
替
え
ら
れ

ま
す
。
目
的
や
人
数
に
合
わ
せ
た
利
用
が

で
き
ま
す
。

南
広
場
（
ス
ト
リ
ー
ト
広
場
）

　
建
物
南
側
の
広
場
は
、
ま
ち
の
縁
側
空

間
と
し
て
「
伊
賀
川
」
と
「
商
業
地
区
」
を

つ
な
ぎ
ま
す
。
建
物
と
の
つ
な
が
り
を
持

た
せ
な
が
ら
、
催
し
や
展
示
な
ど
市
民
活

動
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

　(仮称)図書館交流プラザ

のパンフレット及び市民検

討ワークショップ各回の内

容をと○まとめた｢生涯学

習拠点施設づく０通信(1～

12号)｣を発行しています。

　市役所市政情報コーナー

(本館2階)、各市民センター

及び康生地区拠点開設準備

室(北館３階)で配布して

います。

｜

－
―
Ｉ
Ｉ
Ｓ
－
ｊ
－
一
一
Ｉ
Ｉ

喫
茶
・

レ
ス
ト
ラ
ン

　
来
館
者
へ
の
飲
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
食
材
や

産
品
を
活
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

や
商
品
を
開
発
・
販
売
し
、
地
場
産
業
を

生
か
し
た
交
流
の
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

｜

　　　　S5J

ttit瀾崎市図書館交流プラザ

．｜

市民活動総合支援センターイメージ
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(仮称)岡崎市図書館交流プラザ

●
一 一 一 一 一 一 一 一 ・

‘
’
‐
‐
Ｉ
：

●
　
　
●

康
生
地
区
拠
点
整
備
市
民
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
振
り
返
っ
て

市
民
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
延
藤
　
安
弘
氏

　
市
民
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
２
年
目

は
、
基
本
設
計
の
成
果
を
よ
り
良
い
も
の

と
し
、
細
部
に
充
実
度
を
増
す
実
施
設
計

の
内
容
検
討
に
市
民
が
積
極
的
に
踏
み
込

ん
だ
こ
と
な
ど
、
昨
年
に
引
き
続
き
め
ざ

ま
し
い
展
開
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ス
ケ
ー
ル
と
機
能
複
合
性
に
お
い
て
前

例
の
な
い
公
共
施
設
設
計
は
、
市
民
か
ら

の
批
判
と
沁
文
・
提
案
を
と
り
込
み
つ
つ

ま
と
め
て
い
く
過
程
（
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
）

に
お
い
て
、
評
価
に
値
す
る
も
の
で
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ゾ
ー
ン
ご
と

の
施
設
検
討
の
み
な
ら
ず
、
各
ゾ
ー
ン
間

に
ゆ
る
や
か
な
相
互
浸
透
関
係
が
生
ま
れ

る
こ
と
へ
の
配
慮
が
、
ハ
ー
ド
面
に
と
ど

ま
ら
ず
、
企
館
と
し
て
取
り
組
む
方
法
や

規
範
づ
く
り
の
提
起
な
ど
、
ソ
フ
ト
㈲
に

も
及
ん
で
い
き
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営

に
対
し
て
、
市
民
の
能
動
的
か
か
わ
り
の

人
筋
が
描
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
何
の
た
め
の
市
民
参
画
か
、
何
を
め
ざ

す
の
か
の
理
念
・
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
命
の

よ
う
に
大
切
に
す
る
こ
と
、
開
館
時
問
や

料
金
な
ど
の
維
持
管
理
ル
ー
ル
づ
く
り
、

日
常
運
営
管
理
の
仕
組
み
と
市
民
参
加
、

自
主
企
画
運
営
へ
の
市
民
参
加
な
ど
に
わ

た
り
、
「
ホ
ト
ケ
（
公
共
建
築
）
に
タ
マ

シ
イ
を
い
れ
る
」
方
法
や
枠
組
み
が
明
示

さ
れ
、
市
民
参
画
に
よ
る
管
理
運
営
を
実

現
す
る
た
め
の
今
後
の
進
め
方
に
関
す
る

て了^・胃^^

方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
市
民
の
自
主
的
活
動
の
主
要

な
柱
と
し
て
「
ホ
ー
ル
」
「
図
書
館
」
フ
ン

ン
ポ
」
「
岡
崎
を
知
る
」
「
ま
ち
に
飛
び
出

す
」
と
い
う
５
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
部
会
〈

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
活
動
の
構
想
と
担
い

１
　
や
仕
組
み
づ
く
り
の
几
ハ
体
的
検
討
が
始
　
～

ま
り
ま
し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
巾
民
と
行
政
の
協
働
関
係
の
も
と
に
、
　
う

組
織
的
検
討
の
方
針
が
市
民
提
案
に
よ
っ
　
Ｊ
・

て
引
き
出
さ
れ
、
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
の
２
、
７

３
年
前
か
ら
管
理
運
営
へ
の
市
民
の
系
統
　
尹

的
参
画
の
プ
ロ
セ
ス
を
全
面
に
押
し
出
そ

う
と
し
て
い
る
点
は
、
‐
本
の
巾
民
参
加
　
’

型
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
に
お
い
て
も
前
代

未
聞
の
挑
戦
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中

で
は
市
民
か
ら
「
行
政
は
私
た
ち
巾
民
の

仲
間
だ
」
な
ど
の
発
。
。
一
‥
も
な
さ
れ
る
程
に
、

市
民
と
行
政
の
問
に
相
互
信
頼
関
係
が
育

ま
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
康
生
地
区
拠
点
施
設
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
　
一
．
Ｉ

シ
ョ
ッ
プ
は
、
毎
回
い
ま
だ
見
ぬ
ハ
ー
ド
　

」

　
（
空
間
）
と
ソ
フ
ト
（
活
動
）
を
思
い
描

く
像
（
か
た
ち
）
づ
く
り
の
創
造
的
対
話

と
協
働
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

市
民
・
行
政
双
方
が
想
像
力
の
翼
を
ひ
ろ

げ
っ
っ
、
更
に
人
も
ま
ち
も
高
ま
り
あ
う

人
間
性
豊
か
な
協
働
ま
ち
育
て
の
発
展
を

期
待
し
ま
す
。

◇今後の市民参画◇

　平成16年９月から今年２月まで、全12回開催してきた市民検討ワークショップにおいて、今後のより良い施設運

営にご協力いただけるかたを「サポーター」とする提案が出されました。これを受けて、今年度はサポーターの皆

さんの自主的かつ試行的な実践を伴いながら、引き続き施設運営への市民参画について検討していきます。

　そこで、これまでのワークショップで提案いただいた活動などを具体化するための第１回目の会合として、「（仮称）

図書館交流プラザ」サポーター交流会を開催します。

　日　時：５月13日（土）午後１時30分～４時30分（予定）

　場　所：コミュニティサテライトオフィス（康生通）

　問い合わせ：康生地区拠点開設準備室活動支援班2 23 ・ 691 0

　その他：車で来場のかたは保健所南側駐車場へ
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者
祉

齢
一畠-

　-

局
福

サービス

高
齢
の
か
た
へ

高齢者世帯や高齢者を抱える家

族が安心して生活ができるよう、

きめ細かい福祉サービスを用意

しています。

長寿課長寿福祉班S23・6147

住
宅
改
修
費
を
ｙ
部
助
成

▼
対
象
／
①
介
護
保
険
給
付
対
象
者
②
6
5
歳
以
上
の
介
護
保
険
給
付
対
象
外
（
要
介
護

者
、
要
支
援
者
と
同
等
の
状
態
）
の
か
た
で
市
が
必
要
と
認
め
た
か
た
▼
対
象
工
事
／
①
手

す
り
の
取
り
付
け
②
段
差
の
解
消
③
滑
り
の
防
止
と
移
動
円
滑
化
の
た
め
の
床
・
通
路
面
の

材
料
変
更
④
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え
⑤
洋
式
な
ど
へ
の
便
器
の
取
り
替
え
⑥
そ

の
ほ
か
市
が
必
要
と
認
め
る
敷
地
内
の
改
修
工
事
▼
助
成
金
額
／
１
受
給
世
帯
に
つ
き
3
0

万
円
ま
で
。
※
介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修
の
給
付
対
象
と
な
る
場
合
は
そ
ち
ら
を
優
先

在
宅
の
ね
た
き
り
老
人
や
認
知
症
老
人
に
μ
舞
金
を
支
給

▼
対
象
／
6
5
歳
以
上
で
、
ね
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
に
よ
る
問
題
行
動
が
あ
り
、
在
宅
で

３
ヵ
月
以
上
継
続
し
て
介
護
を
受
け
て
い
る
か
た
（
医
療
入
院
中
の
か
た
を
含
む
）
　
▼
支

給
額
／
月
額
５
千
円
▼
支
給
月
／
４
月
・
８
月
・
1
2
月

家
節
介
護
用
品
ｆ
紙
お
む
り
な
ど
）
購
入
助
成
券
を
支
給

▼
対
象
／
常
時
お
む
つ
が
必
要
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
（
施
設
な
ど
の
入

所
者
は
除
く
）
＝
①
見
舞
金
の
支
給
制
度
と
同
じ
②
4
0
～
6
4
歳
の
介
護
保
険
給
付
対
象

の
か
た
で
①
と
同
様
の
状
態
の
か
た
▼
内
容
／
介
護
に
必
要
な
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
助

成
券
（
１
ヵ
月
３
千
円
）

－でじ.1

　●

●
　
　
●

ね
た
き
り
の
か
た
の
布
団
の
丸
漬
い
乾
燥
を
実
施

▼
対
象
／
見
舞
金
の
支
給
制
度
と
同
じ
（
入
院
中
を
除
く
）
▼
１
回
の
枚
数
／
１
人
当
た

り
４
枚
。
寝
具
貸
与
と
の
併
用
不
可

ね
た
き
り
の
か
た
に
寝
具
を
貸
与

▼
対
象
／
見
舞
金
の
支
給
制
度
と
同
じ
（
入
院
中
を
除
く
）
▼
貸
与
す
る
寝
具
／
掛
布

団
・
敷
布
団
。
毛
布
・
ま
く
ら
・
敷
布
掛
布
一
式
▼
交
換
／
１
ヵ
月
に
１
回
。
布
団
の
丸

洗
い
乾
燥
と
の
併
用
不
可

ね
た
き
り
の
か
た
に
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
を
実
働

▼
対
象
／
6
5
歳
以
上
の
ね
た
き
り
の
か
た
で
、
在
宅
で
３
ヵ
月
以
上
継
続
し
て
介
護
を
受

け
て
い
る
か
た
▼
助
成
内
容
／
理
容
師
に
よ
る
訪
問
理
容
の
出
張
料
助
成
券
（
１
回
千

円
）
を
年
間
６
枚
ま
で
支
給
（
理
容
料
金
は
自
己
負
担
）

寿
バ
ス
券
・
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
・
自
痴
車
給
油
料
金
助
成
券
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
利
用
券
の
い
ず
れ
か
１
点
を
贈
呈

▼
対
象
／
４
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
の
昭
和
1
2
年
３
月
以
前
に
出
生
さ
れ
た
か
た
▼
内

容
／
①
名
鉄
バ
ス
普
通
力
－
ド
3
3
5
0
円
Ｈ
１
枚
（
終
日
利
用
可
能
）
②
名
鉄
バ
ス
昼

間
力
－
ド
3
9
5
0
円
＝
１
枚
（
利
用
は
平
日
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
と
、
土
曜
・
日
曜

日
・
祝
日
の
全
日
。
障
害
者
割
引
と
の
併
用
不
可
）
③
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

　
（
５
０
０
円
Ｘ
６
枚
つ
づ
り
、
３
千
円
）
＝
１
冊
（
期
限
は
平
成
1
9
年
３
月
ま
で
）
④
高

齢
者
自
動
車
給
油
料
金
助
成
券
（
５
０
０
円
×
６
枚
つ
づ
り
、
３
千
円
）
＝
１
冊
（
期
限

は
平
成
1
9
年
３
月
ま
で
）
⑤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
施
設
利
用
券
（
１
０
０
円
×
3
0

枚
つ
づ
り
、
３
千
円
）
＝
１
冊
（
期
限
は
平
成
1
9
年
３
月
ま
で
）
※
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か

を
１
回
贈
呈
▼
贈
呈
方
法
／
５
月
１
日
側
か
ら
市
役
所
長
寿
課
（
福
祉
会
館
１
階
）
ま
た

は
各
支
所
・
出
張
所
へ
▼
必
要
な
も
の
／
①
印
鑑
②
寿
手
帳
な
ど
対
象
者
各
自
の
身
元
の

わ
か
る
も
の
③
身
体
障
害
の
か
た
は
身
体
障
害
者
手
帳

生
活
支
援
の
た
め
に
訪
問
介
護
員
を
派
遣

▼
対
象
／
6
5
歳
以
上
の
介
護
保
険
給
付
対
象
外
で
日
常
生
活
に
お
い
て
特
に
支
援
を
必
要

と
す
る
か
た
▼
内
容
／
生
活
援
助
（
週
２
回
以
内
、
週
２
時
間
以
内
）
▼
負
担
金
／
１
時

間
２
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
減
額
あ
り
）

生
き
が
い
活
痴
支
援
の
た
め
に
通
所
事
業
を
実
働

　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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▼
対
象
／
6
5
歳
以
上
の
介
護
保
険
給
付
対
象
外
の
か
た
▼
実
施
場
所
／
①
福
祉
の
村
・
清

楽
荘
（
欠
町
）
②
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
樫
山
町
）
▼
利
用
回
数
／
①
月

４
回
以
内
②
月
２
回
以
内
▼
利
用
料
／
１
回
当
た
り
３
０
０
円
（
食
事
は
実
費
負
担
）
▼

そ
の
他
／
申
請
時
に
指
定
の
診
断
書
を
提
出

自
立
支
援
の
た
め
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業
を
実
施

▼
対
象
／
6
5
歳
以
上
の
介
護
保
険
給
付
対
象
外
の
か
た
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
、
生
活
習

慣
な
ど
を
指
導
▼
内
容
／
原
則
と
し
て
６
ヵ
月
に
フ
日
間
を
限
度
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

受
け
入
れ
▼
負
担
金
／
１
日
当
た
り
1
7
3
0
円
▼
そ
の
他
／
申
請
時
に
指
定
の
診
断
書

を
提
出

災
害
に
備
え
で
家
具
な
ど
に
転
倒
防
止
金
具
を
収
り
付
け

▼
対
象
／
①
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
か
た
②
介
護
保
険
に
よ
る
要
介
護
度
３

以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
た
か
た
④
6
5
歳
以
上
で
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
（
③
・
④
に
該
当
す
る
か
た
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
〈
本
館

１
階
〉
へ
）
▼
内
容
／
業
者
が
直
接
訪
問
し
、
取
り
付
け
可
能
か
調
査
を
し
た
う
ぇ
で
取

り
付
け
（
１
世
帯
に
つ
き
５
家
具
ま
で
）
▼
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
②
～
④
に
該
当
す
る

か
た
は
、
そ
の
証
明
が
で
き
る
も
の

高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た
へ

配
μ
サ
ー
ビ
ス

Ｖ
対
象
／
調
理
な
ど
が
困
難
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
。
「
旧
岡
崎
市
域
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－

6
5
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た
②
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
及
び
障
害
者
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
‘
’

Ｂ
判
定
の
交
付
を
受
け
た
か
た
）
の
み
の
世
帯
。
一
拍
額
田
町
域
石
歳
以
上
の
み
の
世
帯

の
か
た
Ｖ
内
容
／
厄
岡
崎
市
無
自
宅
ま
で
昼
食
ま
た
は
夕
食
の
い
ず
れ
か
を
毎
日
届

け
、
安
否
を
確
認
す
る
。
・
旧
額
田
町
域
百
２
回
木
曜
日
に
昼
食
を
届
け
、
安
否
を
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
　
　
―
－
―
－
－
Ｉ
・
ｉ

す
る
▼
負
担
金
／
１
食
３
０
０
円

緊
急
通
報
装
置
を
設
置

▼
対
象
・
内
容
／
6
5
歳
以
上
の
不
測
の
事
態
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
高
い
ひ
と
り
暮
ら
し

ｔ　ｌ

の
か
た
で
電
話
の
あ
る
か
た
に
、
緊
急
時
に
市
消
防
本
部
に
連
絡
が
入
る
緊
急
通
報
装
置

を
設
置

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置

▼
対
象
・
内
容
／
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
電
話
の
な
い
か
た
に
、
隣
家
と
話
が
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
（
隣
家
の
了
解
が
必
要
）

電
磁
調
理
器
・
自
動
消
火
装
置
な
ど
の
購
入
費
を
ｙ
部
助
成

▼
対
象
・
内
容
／
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
防
火
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る

か
た
に
、
電
磁
調
理
器
ま
た
は
自
動
消
火
装
置
と
煙
感
知
器
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成

申込や相談は地域包括支援センターヘフ
※は各施設の担当小学校区

圓市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月旧

■かわいの里地域包括支援センター

　（秦梨町）247 ・ 3333

※秦梨・生平・男川・常磐・常磐束・

　常磐南

・竜美地域包括支援センター（竜美

　北２丁目）fi55 ・ 0751

※根石・三島・竜美丘

■やはぎ苑地域包括支援センター（上

　佐々木町）S34 ・ 2345

※矢作南・矢作東・六名・連尺

・なのはな苑地域包括支援センター

　（福岡町）S57 ・ 8087

※羽根・上地・岡崎・福岡

■額田地域包括支援センター（夏山町）

　S82 ・ 4370

※形埜・下山・豊富・鳥川・夏山・

　宮崎・大雨河・千万町

■高年者センター岡崎地域包括支援

　センター（美合町）fi55 ・ 8399

※美合・緑丘・小豆坂・藤川・山中・

　本宿・竜谷

・北部地域福祉センター地域包括支

　援センター（岩津町）S45 ・ 1699

※細川・奥殿・恵田・岩津・大樹寺

■中央地域福祉センター地域包括支

　援センター（梅園町）S25 ・ 3199

　※梅園・井田・愛宕

■南部地域福祉センター地域包括支

　援センター（下青野町）S43・6299

※六ツ美北部・六ツ美西部・六ツ美

　中部・六ツ美南部・城南

■西部地域福祉センター地域包括支

　援センター（宇頭町）fi32 ・ 0199

※北野・矢作北・矢作西・大門・広

　幡
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さ
ら
に
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

　
市
で
は
、
新
岡
崎
市
行
政
改
革
大
綱
（
ニ

ュ
ー
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
行

政
改
革
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
３

月
、
総
務
省
か
ら
「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
指
針
」

が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
指
針
で
は
、

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り

組
み
を
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成

1
7
年
度
を
起
点
と
し
、
お
お
む
ね
9
1
一
年

度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
、
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
明
示
し
た
計
画
（
集
中

改
革
プ
ラ
ン
）
の
策
定
と
公
表
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
も
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
行
政
改

革
大
綱
の
計
画
期
間
を
改
め
、
行
政
改
革

大
綱
に
基
づ
く
行
政
改
革
推
進
計
両
を
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
と
し
て
位
置
付
け
ま
し

た
。

行
政
改
革
大
綱
の
一
部
改
訂

　
平
成
1
5
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
新
岡
崎

市
行
政
改
革
大
綱
は
、
当
初
の
３
年
間
の

計
画
期
間
を
経
過
し
、
所
期
の
目
的
は
達

成
し
ま
し
た
が
、
計
画
期
間
を
延
ば
し
て

さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

・●

行
政
改
革
推
進
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ

ン
）
の
策
定

　
新
岡
崎
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

計
画
期
間
中
に
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、

可
能
な
限
り
目
標
の
数
値
化
や
分
か
り
や

す
い
指
標
を
用
い
て
行
政
改
革
推
進
計
画

　
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
計
画

的
に
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
平
成
1
7
年
度
か
ら
2
1
年
度

ま
で
の
５
ヵ
年
で
す
。

計
画
の
概
要

　
9
7
件
の
推
進
項
目
を
行
政
改
革
大
綱
の

４
つ
の
柱
の
体
系
ご
と
に
分
類
し
て
、
実

施
時
期
と
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
透
明
な
行
政
の
推
進

　
行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
、
審
議
会

な
ど
の
活
性
化
（
女
性
委
員
の
登
用
率
を

2
0
賀
か
ら
4
0
賀
へ
）

②
簡
素
か
つ
効
率
的
な
行
政
の
推
進

　
利
便
性
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

事
務
の
効
率
化
の
推
進
、
健
全
な
財
務
運

営
（
滞
納
へ
の
早
期
着
手
や
納
付
環
境
の

●
　
　
●

整
備
に
よ
り
収
納
率
の
向
上
を
め
ざ
す
）
、

民
間
委
託
な
ど
の
推
進
（
「
民
間
委
託
等

に
関
す
る
方
針
」
の
策
定
）
、
電
子
市
役

所
の
推
進

③
行
政
体
制
の
整
備
と
職
員
の
意
識
改
革

　
定
員
管
理
の
適
正
化
（
事
務
事
業
の
整

理
や
民
間
委
託
な
ど
の
推
進
に
よ
り
職
員

を
１
２
３
人
、
６
・
４
計
削
減
）
、
給
与

の
適
正
化

④
新
し
い
行
政
運
営
手
法
の
導
入

　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用

●
　
　
●

　
今
後
、
新
た
な
推
進
項
目
が
生
じ
た
場

合
は
、
随
時
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

計
両
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
進
行
管
理

に
努
め
ま
す
。

　
新
岡
崎
市
行
政
改
革
大
綱
と
行
政
改
革

推
進
計
画
は
、
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
（
本
館
２
階
）
や
中
央
図
書
館
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

行
政
改
革
推
進
課
行
政
改
革
２
班

ｓ
2
3
◆
6
6
5
4

市のホームページ、市政情報コーナーで
閲覧することができます。

｀ I TどI
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市
内
５
館
目
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
平
成
２
０
年
６
月
開
館

　
東
部
地
域
柵
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の

実
施
設
計
が
ま
と
ま
り
、
平
成
2
0
年
６
月

の
開
館
を
め
ざ
し
、
７
月
か
ら
造
成
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

山
綱
町
の
東
海
中
学
校
北
側不同・

▲完成予想図

で
、
敷
地
面
積
5
8
0
2
平
方
□
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
姓
て
、
延
べ
床

面
積
１
６
０
３
・
８
平
方
□
。
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る

複
合
施
設
で
、
総
事
業
費
は
川
地
取
得
費

も
合
わ
せ
て
約
９
億
6
8
0
0
万
円
を
予

定
°
　
ｃ
ｚ
額
田
町
を
含
む
東
部
地
域
の
拠
点

と
し
て
、
年
間
約
４
万
人
の
利
用
者
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
福

祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
各
種
の
相
談
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
機
能
回
復
訓
練
の
実

施
、
健
康
の
増
進
な
ど
を
目
的
と
し
た
施

設
で
す
。
東
部
地
域
柵
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

中
央
・
北
部
・
南
部
・
西
部
に
続
く
市
内

５
館
目
と
な
り
ま
す
。

　
実
施
設
計
で
は
、
雨
水
の
再
利
用
や
緑

地
の
確
保
な
ど
、
環
境
や
景
観
に
配
慮
。

ま
た
、
中
学
校
に
隣
接
す
る
こ
と
も
あ
り
、

敷
地
西
側
に
敷
地
内
通
路
と
兼
川
の
歩
行

考
専
用
路
を
整
備
し
、
セ
ン
タ
ー
利
用
者

の
自
動
車
と
中
学
校
生
徒
の
分
離
を
図
っ

た
計
両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
課
施
策
班
2
2
3
・
6
1
4
9

＝　HOT ＵＮE

き
ら
り
効
果

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
純
情
き
ら
り
」

の
放
送
が
始
ま
っ
て
、
早
い
も
の
で
１

ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
開
始
後
、
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
八

丁
味
噌
の
蔵
元
に
は
、
遅
日
、
例
年
の

２
倍
以
上
の
観
光
客
が
殺
到
し
て
い
る

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

で
は
、
観
光
に
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
快
適

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
八
丁
蔵

迦
り
川
辺
や
「
き
ら
り
通
り
」
と
命
名

さ
れ
た
道
路
の
清
掃
活
勁
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
と
て
も
あ
り
か
た
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
の
放
送
決
定
を
受

け
、
観
光
案
内
所
や
市
内
5
2
店
舗
に
よ

る
「
ま
ち
か
ど
案
内
所
」
の
開
設
、
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
き
ら
り
岡
崎
。
」
の

発
行
、
ロ
ケ
地
案
内
看
板
の
設
置
、
道

路
舗
装
の
改
良
な
ど
、
増
加
が
見
込
ま

れ
る
観
光
客
対
策
な
ど
を
岡
崎
商
工
会

議
所
と
協
力
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

先
月
閉
幕
し
た
桜
ま
つ
り
は
、
家
康
行

列
に
約
4
5
万
人
の
人
出
を
記
録
す
る
な

ど
、
き
ら
り
効
果
と
相
ま
っ
て
、
例
年

に
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
夏
に
は
、
東
京
で
の
収
録
を
見
学
す

る
市
民
参
加
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
純
情
き
ら
り
の
放
送
が
、
主
人
公
・

桜
子
の
生
き
方
の
よ
う
に
、
人
々
を
元

気
に
し
、
ジ
ャ
ズ
の
財
産
と
と
も
に
岡

崎
に
新
た
な
活
性
化
を
生
み
出
す
絶
好

の
機
会
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｉ
市
一
柴
田
紘
一

Ｉ市政だよりおかざき200眸(平成18年)5月1日
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家康行列

一目19日･］|に闘闇した春の風物詩「家康行列」。今年はilMli'l施行9O1,V1

年･を記念して、徳川家康公役に俳優・松方弘樹さん、･目警察署長に

辿続テレビ小説「純情きらり」出演の女優・井川遥さんなど、特別な

出演肖･を迎えたこともあり、過去最高の約AS万人が兄物に訪れました。

また、純情きらりサポーターズクラブの皆さんや、名前が「きらり」

さん･の子ども10人も行列を盛り上げました､､模擬合戦が行われた河川

敷では、松方さんのアドリブをまじえたセリフや演技に、観客席を理

めた皆さんから笑いと拍手がわき起こりました。

▲歓声の中を進む徳川家康公役の

　松方弘樹さん

こ｣OXAZAlく|

過
去
最
高
の
に
ぎ
わ
い
　
華
い
っ
ぱ
い
の
時
代
絵
巻

市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日困
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この日が初仕事。 2006プリンセスおかざきの卜

岡本沙織さん(左)と佐々木真実さん(右)
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Interview with the risinggeneration

珍

笑
顔
も
き
ら
り
！

女
優
井
川
遥
さ
ん
」
日
警
察
署
長
マ
登
場

一
日
警
察
署
長
の
感
想
は
？

４月９日(日)の交通安全パレードで、沿道の市民に向かい交通安全を呼びかける井川さん

　
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
沿
道
で
手

を
振
る
大
勢
の
皆
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
、
無

事
に
最
後
ま
で
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
か
一
目
警
察
署
長
と
な
っ
て
交
通

安
全
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
悲

し
い
事
故
の
減
少
に
つ
な
が
れ
ば
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。
私
も
先
日
、
念
願
の
自

動
車
迦
転
免
許
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
交

通
安
全
に
気
を
つ
け
て
楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

－
岡
崎
の
印
象
は
？

　
昨
年
の
「
純
情
き
ら
り
」
岡
崎
ロ
ケ
、
そ

し
て
今
日
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど
で

感
じ
た
の
は
、
岡
崎
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ

で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
歴
史
や
自
然
も
豊

富
。
こ
ん
な
す
て
き
な
故
郷
で
暮
ら
す
皆

さ
ん
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
思
え
ま
す
。

－
朝
ド
ラ
「
純
情
き
ら
り
」
で
演
じ
る

杏
子
（
も
も
こ
）
は
ど
ん
な
女
性
？

　
困
っ
て
い
る
人
を
見
過
ご
せ
な
い
面
倒

見
の
良
い
女
性
で
、
最
後
ま
で
ヒ
ロ
イ
ン

桜
子
を
応
援
し
続
け
る
頼
も
し
い
お
姉
さ

ん
で
す
。
ま
た
、
動
物
好
き
な
面
も
あ
り
、

■

　女優

　井川　遥さん

連続テレビ小説「純情きらり」

で、ヒロイン桜子の姉・有森杏

子役として出演中。また、４月

には、家康行列と同時開催の交

通安全パレードに一日警察署長

として参加し、交通安全の大切

さを市民にPRしました。

私
自
身
と
よ
く
似
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

笑
い
話
で
す
が
、
杏
子
を
演
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
私
自
身
、
並
‐
段
の
生
活
も

杏
子
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
好
き
な
役
ど
こ
ろ
で
す
。

撮
影
現
場
の
雰
囲
気
は
？

　
私
と
宮
崎
あ
お
い
さ
ん
、
寺
島
し
の
ぶ

さ
ん
は
三
姉
妹
の
役
な
の
で
す
が
、
撮
影

が
進
む
に
つ
れ
て
本
当
の
姉
妹
の
よ
う
に

な
り
、
息
も
ぴ
っ
た
り
。
で
す
か
ら
、
搬

影
現
場
の
雰
囲
気
も
と
て
も
和
や
か
で
楽

し
く
進
め
て
い
ま
す
。

－
岡
崎
市
民
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
「
純
情
き
ら
り
」
が
縁
で
、
岡
崎
の
皆
さ

ん
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
マ
も
放
送
開

始
か
ら
１
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
見
ど

こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
こ
の

先
の
放
送
を
楽
し
み
に
、
最
後
ま
で
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。
私
自
身
も
、
朝
ド
ラ
ヘ

の
出
演
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
今

後
も
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
挑

戦
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日囮



市民のみなさんからお寄せいただいたご意見を掲載いたします
The　voice　o f　t h e　people

●

９!●き
I≫J

市
議
会
を

見
た
い
の
で
す
が

｜

　
市
議
会
を
傍
聴
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。
事
前
に

申
込
な
ど
が
必
要
で
す
か
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
事
前
の
申
込
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
議
会
開
催
日
に
、

お
気
軽
に
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
日
程
は
？

Ｏ
〈
Ｌ

　
市
議
会
は
３
月
・
６
月
・
９
月
・
巴
月

の
４
定
例
会
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
の
予
定
は
「
お

か
ざ
き
市
議
会
だ
よ
り
」
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
議
場
は
市
役
所
本
館
４
階
で
す
。
西
側

の
階
段
で
傍
聴
席
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

階
段
が
困
難
な
か
た
は
、
４
階
ま
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
　
　
●

つ
劃
員
会
の
傍
聴
を
す
る
に
誰
々

ｌ
ｊ
－
‐

二

　
本
館
３
階
の
議
会
会
議
室
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

「
庫
い
す
で
傍
葺
し
た
い
の
で
す
が
？
　
二

－
－
－
―
I
I
I
　
　
1
1
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1

　
車
い
す
を
ご
利
用
の
か
た
は
、
正
面
玄

関
受
付
か
ら
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
ご
案
内
し
ま
す
。

傍
聴
手
続
き
の
方
法
は
？

１ 　 　 １

一

　
開
催
当
日
、
本
会
議
は
議
場
入
り
口
で
、

委
員
会
は
委
貝
会
室
入
り
口
で
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

団
体
の
場
合
は
、
団
体
名
・
責
任
者
名
・

傍
聴
者
数
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

こ
厦
蒸
テ
レ
ビ
中
継
は
あ
り
ま
す
か
旦

－
－
１
１
‐
　
　
　
　
‐
－
－
・
‘
‐
－
－
‐

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ー
ミ
ク
ス
1
2
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ
る
議
会
中
継
を
し
て
い
ま
す
。

中
継
口
は
議
会
開
会
日
、
一
般
（
代
表
）

質
問
目
、
閉
会
日
で
す
。
中
継
口
直
後
の

土
・
日
曜
日
に
も
再
放
送
し
て
い
ま
す
。

〔
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す
〕

　
　
　
ｔ
！
ｌ
・
　
　
ｊ
－
―
・
Ｉ

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
過
去
の
定
例

会
会
議
録
と
委
員
会
記
録
の
閲
覧
・
検
索

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
事
課
議
事
調
査
班
：
＜
2
3
・
。
6
3
7
8

-ヱ3こX.tぞ ｊ「･●r・・w-゜－ゝ－i¶－●

　　　・■　■Ｗ　　　　●
岡崎市役所市民協働推進課

　　　　教えてｺールはこちら

2 0564-23-6666・FAX23-6667

　　　　お手紙はこちら

〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地

　　　　教えてバンクはこちら

http://www.city.okazaki.aichi･jp/
　　oshiete bank/index.html　　　　　　　－
　　　　　　Eメールはこちら

mail＠city.okazaki.aichi･jp
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＾

＾
％

～
空
き
地
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
　
　
　
　
オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
～

　
　
カ
タ
バ
ミ
は
道
端
、
庭
先
、
空
き
地
な

　
と
に
生
え
る
か
わ
い
い
３
枚
の
ハ
ー
ト
形

　
の
小
葉
を
柄
の
先
に
つ
け
る
多
年
草
で
あ

　
る
。
茎
は
根
も
と
か
ら
何
本
も
出
て
、
地

　
を
は
う
。
主
に
５
月
か
ら
９
月
に
、
黄
色

　
の
５
枚
の
花
弁
を
持
つ
直
径
１
紹
弱
の
花

　
が
咲
く
。

　
　
カ
タ
バ
ミ
の
実
（
果
実
）
を
、
子
ど
も

　
た
ち
が
小
さ
な
バ
ナ
ナ
に
見
立
て
て
、
ま

　
ま
こ
と
遊
び
を
し
て
い
る
様
子
を
以
前
見

　
た
こ
と
が
あ
る
。
熟
し
た
果
実
に
さ
わ
る

　
と
、
勢
い
よ
く
種
子
を
飛
ば
す
。
果
実
が

　
熟
し
て
乾
燥
す
る
と
、
果
皮
が
縮
ん
で
巻

　
き
上
が
り
、
種
子
を
飛
ば
す
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
果
実
に
触
れ
て
こ
の
仕
組
み
を
確

　
か
め
て
み
る
と
、
子
ど
も
の
み
な
ら
す
大

　
人
も
興
味
を
持
つ
。

　
カ
タ
バ
ミ
は
地
面
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う

に
し
て
生
え
る
の
で
、
草
取
り
が
面
倒
で

あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
、

な
じ
み
の
植
物
で
あ
る
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
は
茎
が
立
ち
上
が
る

カ
タ
バ
ミ
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

空
き
地
や
河
原
な
ど
で
は
群
生
し
て
い
る

所
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産

の
オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
と
い
う
帰
化
植
物

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
葉

／

／

摩

'゛　ト,．

や
｛
｝

が
茎
の
上
部
に
集
つ
て
つ
く
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
花
は
、
５
月
ご
ろ
か
ら
目
立
つ
よ

う
に
な
る
が
、
在
来
の
カ
タ
バ
ミ
よ
り
、

開
花
で
き
る
期
間
が
長
い
。

　
カ
タ
バ
ミ
の
名
の
由
来
は
、
片
食
（
か

た
ば
み
）
の
意
味
で
、
ハ
ー
ト
形
の
小
葉

を
片
方
が
欠
け
て
い
る
と
見
た
こ
と
に
よ

る
と
言
わ
れ
る
。
オ
ッ
タ
チ
は
立
ち
上
が

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
カ
タ
バ
ミ
の
葉
は
修
酸
を
含
み
酸
味
が

あ
る
の
で
、
酸
い
物
草
と
呼
ぶ
所
が
あ
る
。

昔
は
、
葉
で
鏡
を
み
が
い
た
り
、
畳
の
表

面
を
き
れ
い
に
し
た
り
す
る
こ
と
に
用
い

た
。
生
の
葉
は
、
皮
膚
や
虫
刺
さ
れ
の
薬

と
し
て
も
効
果
あ
る
と
い
う
。

　
カ
タ
バ
ミ
の
葉
や
花
は
、
夕
方
閉
じ
、

朝
開
く
。
真
冬
の
昼
間
、
矢
作
川
河
原
で

群
生
し
た
オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
が
葉
を
し

つ
か
り
閉
じ
て
い
た
。
反
応
の
条
件
は
、

光
だ
け
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

完
新
編
岡
崎
市
史
調
査
委
員
千
賀
敏
之
）

おかざき200晦(平成18年)5月1日■市政だより
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イ
ワ
チ
ド
リ
・
山
野
草
展
／

□
５
月
1
2
日
廊
～
1
4
日
日
図
イ
ワ
チ
ド
リ

な
ど
山
野
草
の
展
示
販
売

□
５
月
2
0
日
倒
～
2
6
日
脚
回
サ
ツ
キ
の
展

示
販
売

公
園
緑
地
課
計
画
班
ｃ
＜
2
3
・
6
3
9
9

国
５
月
1
3
日
倒
～
６
月
1
8
日
脚
回
お
か
ざ

き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
・
親
子
造
形
セ
ン

●●

- ・

●
●･

姿
と
は
～
明
石
ま
つ
り
再
開
か
ら
学
ぶ
～
」
一

師
／
咄
明
石
青
年
会
議
所
第
4
5
代
理
事
長

川
洋
次
郎
氏
、
第
３
部
＝
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ツ小講

シ
ョ
ン
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ

く
る
～
小
さ
な
こ
と
か
ら
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
～
」
パ

ネ
リ
ス
ト
／
昶
明
石
青
年
会
議
所
　
小
川
洋
次

郎
氏
、
元
岡
崎
市
安
全
安
心
課
主
幹
　
竹
内
篤

氏
、
緑
丘
学
区
ふ
れ
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
委
員
会

委
員
長
　
築
瀬
護
氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／

卸
岡
崎
青
年
会
議
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
推

進
第
三
委
員
会
山
口
康
二
回
市
内
・
幸
田

町
在
住
の
か
た
回
3
0
人
（
先
着
順
）
□
無

料
圃
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
名

前
②
住
所
③
会
社
名
（
団
体
名
）
④
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
邨
：
0
8
7
4
　
市
内
竜
美
南

１
丁
目
２
番
地
　
㈹
岡
崎
青
年
会
議
所
事
務
局

へ
囮
電
話
は
月
～
金
曜
日
の
午
前
1
0
時
～
午

後
４
時
に
。

咄
岡
崎
青
年
会
議
所

2
5
3
◆
5
0
4
5
　
照
5
3
◆
5
1
4
9

○
・
Ｏ
「
一

回
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
（
下
青
野
町
）

図
５
月
2
0
日
…
口
午
後
１
時
3
0
分
～
・
2
1
日

Ｂ
午
前
1
0
時
～
圃
初
夏
か
ら
秋
ま
で
葉
色

●
　
　
●

●
●･

□:期間・日時(時間)

回:場所

圃:内容

□:講師・指導

固:対象・資格

回:定員･募集人員

田:費用･受講料など

□:持ち物

□:申込方法・申込期限

■:問い合わせ先

囮:その他

ｉ
つ
Ｉ
レ
レ
ド
ブ

J
¶ 1

ゝ

が
美
し
い
コ
リ
ウ
ス
や
り
Ｉ
フ
プ
ラ
ン
ツ
を
使

っ
て
、
日
な
た
～
半
日
陰
（
真
夏
）
で
楽
し
め
、

初
心
者
で
も
簡
単
な
ハ
ン
ギ
ン
グ
リ
ー
ス
を
作

る
□
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
認

定
講
師
太
田
康
徳
氏
回
各
2
4
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
後
、
当
選
者
の
み
電
話
連

絡
）
1
3
3
0
0
円
（
材
料
費
含
む
）
□
直

接
来
店
か
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
は
が
き
に
①
希

望
時
間
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
4
4
4
…
0
2
4
4
　
市
内
下
青
野
町
字

天
神
刀
番
地
　
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
「
リ
ー

ス
係
」
へ
。
５
月
1
3
日
出
必
着

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｊ

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ー

　
　
　
　
　
　
　
―
－
―
　
－
Ｓ
Ｉ

’
　
　

一

市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日囮

タ
ー
Ｅ
Ｂ
教
室
（
岡
町
）
■
父
の
日
の
贈
り

物
に
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
を
作
る
Ｉ
小
学
生
以
上

（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
霞
６
０
０
円

圃
期
問
中
随
時
受
付

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館

図
５
月
1
7
日
伽
午
後
４
時
～
５
時
回
自

然
科
学
研
究
機
構
・
岡
崎
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室
（
明
大
寺
町
）
圃
×
線
自
由

電
子
レ
ー
ザ
ー
計
画
口
理
化
学
研
究
所
播
磨

研
究
所
・
放
射
光
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
石
川
哲
也
氏
―
無
料
囮
申

込
不
要
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
然
科
学
研
究
機
構
岡
崎
統
合
事
務
セ
ン
タ
ー

総
務
課
企
画
評
価
係
M
5
5
・
7
1
2
5

圃
５
月
1
4
日
脚
ま
で
図
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ

い
、
参
加
者
自
慢
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
5
0
点
以
上
展
示

　
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎

’
（
Ｗ
心
4
3
◆
０
１
Ｃ
Ｎ
Ｊ
ｃ
ｏ
　
　
　
　
　
2
4
3
◆
０
１
９
｀
ク
）
　
　
゛

□
５
月
2
7
日
出
午
前
９
時
（
雨
天
の
場
合

は
2
8
日
８
）
回
北
山
湿
地
周
辺
（
池
金
町
）

回
春
の
湿
地
の
特
色
あ
る
植
物
や
昆
虫
な
ど

を
楽
し
く
観
察
圓
3
0
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）
―
無
料
□
は
が
き
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

④
〔
｀
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：
8
6
0
1

面詰｜

難

図
５
月
1
8
日
㈲
午
後
６
時
～
８
時
3
0
分
回

ア
イ
プ
ラ
ザ
岡
崎
小
ホ
ー
ル
（
上
地
３
丁
目
）

圃
第
１
部
＝
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
日
本

人
の
こ
こ
ろ
～
お
も
い
や
り
社
会
と
は
～
」
、

第
２
部
＝
講
演
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
あ
る
べ
き

●
　
　
●



Okazaki

Information

I ･ ･

市
役
所
自
然
共
生
課
自
然
保
護
班
へ
。
５
月
1
9
Ｊ

日
肺
必
着
囮
①
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
・

長
靴
、
メ
モ
帳
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
②
詳

細
は
受
付
後
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

自
然
共
生
課
自
然
保
護
班

2
2
3
◆
6
1
8
8
　
照
2
3
◆
6
5
3
6

E
メ
ー
ル
:
ｓ
i
ｚ
ｅ
コ
ｋ
ｙ
ｏ
ｓ
e
i
＠
c
i
ｔ
ｙ
.
ｏ
ｋ
ａ
Ｎ
ａ
ｋ
i

二七

図
５
月
2
7
日
出
・
６
月
３
日
倒
　
午
前
1
0
時

～
正
午
回
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
）
圃

人
前
で
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
正
確
に
、
感

じ
よ
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
践
を

交
え
て
学
ぶ
日
Ｆ
Ｍ
お
か
ざ
き
取
締
役
大

野
晴
己
氏
一
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
（
学

生
は
除
く
）
回
3
0
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
。
初
め
て
受
講
す
る
か
た
を
優
先
）
一

無
料
圃
往
復
は
が
き
に
①
講
座
名
②
住
所
③

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職

業
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
…
8
6
0
1
　
市
役
所
青

少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班
へ
。
５
月
1
9
日

廊
必
着
（
連
名
不
可
）
囮
一
時
保
育
（
２
歳

以
上
の
未
就
学
児
対
象
、
要
予
約
）
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
⑦
子
ど
も
の
氏
名
⑧
年
齢
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

１
＝
＝
ｊ

青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班

2
2
3
◆
6
2
2
2

ロ
随
時
回
岡
崎
商
工
会
議
所
５
０
１
会
議

室
（
竜
美
南
１
丁
目
）
圃
一
般
コ
ー
ス
／
パ

ソ
コ
ン
入
門
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
・
ワ
ー
ド
初
級
・

エ
ク
セ
ル
初
級
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ー
ネ
ッ
ト

メ
ー
ル
講
座
、
特
別
コ
ー
ス
／
「
ア
ル
バ
ム
・

●・

●
　
　
●

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
」
作
成
團
三
菱
自
動
車
教
育
Ｊ

セ
ン
タ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ロ
入
学
金
ノ

３
千
円
（
商
工
会
議
所
会
員
と
受
講
申
込
２
回

目
以
降
の
か
た
は
不
要
）
。
別
途
受
講
料
□

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
三
菱
自
動
車
教
育
セ
ン
タ

ー
へ
（
Ｃ
＜
4
5
・
8
3
5
0
　
回
4
5
・
2
8
2
6
）
。

（
ｍ
Ｍ
商
工
会
議
所
2
5
3
・
6
1
9
3
　
　
）

□
５
月
の
毎
週
土
曜
日
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
回
城
南
亭
立
礼
席
（
岡
崎
公
園
内
）
□

一
煎
４
５
０
円
（
季
節
の
和
菓
子
付
き
）

〔
城
南
亭
匯
包
・
1
9
3
9

ｌ
ｉ
　
‐
・
ｉ
‐
１
‐
’
１
　
’
―
’
ｉ
‐
－
‐
－
ｊ
ｌ
ｌ
‐

一
－
愛
知
の
農
産
物
加
工
「
山
ふ
き
の
糖
菓
子
」
　
一

一
－
ｉ
－
．
’
ｌ
　
　
　
ｌ

□
６
月
１
日
田
午
後
１
時
3
0
分
～
４
時
圃

奥
三
河
の
山
で
採
れ
た
フ
キ
を
使
っ
た
香
り
豊

か
な
糖
菓
子
の
作
り
方
圓
2
5
人
1
7
0
0

円
（
材
料
費
含
む
）
□
５
月
1
8
日
田
必
着

と

□
６
月
６
日
㈹
午
後
１
時
～
４
時
3
0
分
圃

花
づ
く
り
の
た
め
の
肥
料
の
基
礎
知
識
、
寄
せ

植
え
の
実
習
圓
１
０
０
人
田
1
5
0
0
円

（
材
料
費
含
む
）
□
５
月
2
4
日
伽
必
着

―
－
－
－
¶
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
　
ｌ
ｌ
―
－
－

「
県
民
公
開
１
　
座
公
認
4
1
植
え
で
剰
じ
む
男

□
６
月
1
4
日
伽
午
後
１
時
～
３
時
4
0
分
圃

家
庭
で
楽
し
む
た
め
の
果
樹
の
栽
培
方
法
の
基

礎
知
識
四
3
0
人
1
1
0
0
円
□
５
月
2
4

日
㈲
必
着

一
」
弁
〈
舞

Ｉ
Ｌ

圃
県
立
農
業
大
学
校
中
央
教
育
棟
（
美
合
町
）

□
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
①
講
座
名
②
郵
便

●

●
　
　
●

●

番
号
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑤
電
話
番
Ｊ

号
を
記
入
し
、
〒
桐
・
：
0
8
0
2
　
市
内
美
合

町
字
並
松
１
番
地
２
　
県
立
農
業
大
学
校
研
修

部
へ
。

二

I　　　1

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

2
5
1
・
1
0
3
4
　
厦
5
1
・
４
8
3
1

図
６
月
３
日
出
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４

時
図
県
青
年
の
家
（
美
合
町
）
圃
親
子
で

手
打
ち
う
ど
ん
作
り
。
昼
食
は
う
ど
ん
料
理
を

楽
し
み
、
午
後
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

回
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
四
5
0
人
（
約
1
5

家
族
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
１
１

人
８
０
０
円
（
食
事
代
な
ど
）
□
往
復
は
が

き
に
申
込
者
全
員
の
①
郵
便
番
号
・
住
所
②
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
③
性
別
④
年
齢
（
学
年
）
⑤

電
話
番
号
⑥
催
し
名
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：
0
8

0
2
　
市
内
美
合
町
字
並
松
１
番
地
２
　
県
青

年
の
家
へ
。
５
月
1
4
日
Ｂ
必
着
囮
要
項
は
県

青
年
の
家
、
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
明
大
寺
本
町
）

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
青
年
の
家
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
-
ｙ
ｈ
.
i
p
）
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

㎞
苔
道
初
心
者
講
習
会
　
　
　
－
　
　
　
一

ｆ
ｌ
‐

ロ
６
月
フ
日
㈲
～
７
月
2
6
日
團
の
毎
週
水
曜

日
午
後
７
時
～
８
時
4
5
分
回
岡
崎
中
央
総

合
公
園
第
１
錬
成
道
場
（
高
隆
寺
町
）
一
市

内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
1
4

5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
傷
害
保
険
料
含
む
）

□
５
月
2
0
日
出
必
着
―
岡
崎
市
居
合
道
連

盟
　
中
江
宅
ｃ
＜
4
8
・
4
3
6
2

●・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

弓
道
教
室

□
６
月
1
0
日
～
７
月
2
9
日
の
毎
週
火
・
土
曜

日
　
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分
（
全
1
5
回
）

回
岡
崎
中
央
総
合
公
園
弓
道
場
一
市
内
在

住
・
在
勤
の
初
心
者
・
中
級
者
（
高
校
生
以
下

は
除
く
）
□
６
千
円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

四
3
0
人
程
度
□
５
月
2
2
日
㈲
必
着
囮
弓

道
具
の
貸
し
出
し
あ
り
Ｉ
岡
崎
弓
道
会
杉

浦
宅
ｃ
＜
2
1
・
0
5
3
0

を9面

二

往
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が

③
年
齢
④
性
別
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
（
弓

道
教
室
は
⑦
経
験
の
有
無
〈
経
験
年
数
・
段
級

位
〉
）
を
記
入
し
、
〒
…
「
・
：
0
8
5
4
　
市
内

六
名
本
町
７
番
地
　
体
育
協
会
「
○
○
」
係
へ
。

□
６
月
９
日
・
1
6
日
・
2
3
日
・
3
0
日
、
７
月

７
日
の
金
曜
日
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

回
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
）
圃
託
児
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
や
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る
日
大
学
講
師
ほ
か
国
市
内
在
住
・

在
勤
の
か
た
（
学
生
は
除
く
）
※
全
日
程
終
了

後
に
託
児
業
務
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

希
望
圓
4
0
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

田
無
料
圃
往
復
は
が
き
に
①
講
座
名
②
住

所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話
番
号

⑥
職
業
を
記
入
し
、
〒
桐
…
8
6
0
1
　
市
役

所
青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班
へ
。
５
月

1
6
日
脚
必
着
（
連
名
不
可
）
囮
一
時
保
育
（
２

歳
以
上
の
未
就
学
児
対
象
、
要
予
約
）
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
⑦
子
ど
も
の
氏
名
⑧
年
齢
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
　
－

、
。
即
刻
吊
劃
倒
噺
Ｉ
Ｒ
－
Ｋ
共
同
参
画
班

’
2
2
3
・
6
2
2
2
　
　
　
　
　

『
珊
。
－
－
－
一
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図
６
月
８
日
俐
　
午
後
２
時
～
４
時
図
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
ー
コ
ロ

ネ
ッ
ト
（
羽
根
町
）
圃
求
人
申
込
手
続
き
に

つ
い
て
』
平
成
1
9
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

を
採
用
し
よ
う
と
す
る
岡
崎
公
共
職
業
安
定
所

管
内
（
岡
崎
市
、
幸
田
町
）
の
事
業
所
圃
当

日
直
接
会
場
へ
。

岡
崎
公
共
職
業
安
定
所
求
人
企
画
部
門

2
5
2
◆
８
（
０
０
０
＞

図
９
月
1
0
日
脚
午
後
２
時
開
演
（
１
時
3
0

分
開
場
）
回
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
ー
コ
ロ
ネ
ッ
ト
（
羽
根
町
）
回
ネ

パ
ー
ル
の
笛
（
パ
ン
ス
リ
）
、
モ
ン
ゴ
ル
の
弦

楽
器
（
馬
頭
琴
）
な
ど
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
音

楽
と
舞
踊
。
曲
目
／
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
風
、
タ
ッ
パ
、

サ
ン
テ
ィ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
草
原
の
夢
、
天

馬
、
雪
山
の
春
、
万
馬
の
神
ほ
か
、
出
演
／
パ

ン
チ
ャ
ラ
マ
（
パ
ン
ス
リ
奏
者
）
、
サ
ラ
バ
ン

ラ
マ
（
タ
ブ
ラ
奏
者
）
、
コ
ピ
ラ
ラ
マ
（
ネ
パ

ー
ル
民
族
舞
踊
家
）
、
ラ
イ
ハ
ス
ロ
ー
（
馬
頭

琴
奏
者
）
、
ダ
ラ
ー
（
中
国
琴
演
奏
家
）
、
ド

ガ
ラ
（
モ
ン
ゴ
ル
舞
踊
家
）
、
共
演
者
：
ル
シ

エ
ル
（
井
上
綾
子
〈
バ
イ
オ
リ
ン
〉
　
・
川
村
千

尋
〈
ピ
ア
ノ
〉
）
霞
千
円
（
全
席
自
由
）
□

入
場
券
発
売
日
／
６
月
1
0
日
出
～
、
入
場
券
取

扱
場
所
／
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
Ｓ
０
５
７
０
・
0
2
・
9
9
9
9
（
Ｐ
コ
ー
ド

２
２
６
－
７
４
５
）
、
富
士
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ク

・　｜

●●・

レ
オ
店
M
2
3
・
３
８
３
８
、
ツ
ル
タ
楽
器
岡
崎

店
2
5
3
・
8
9
5
0
囮
就
学
前
児
童
の
入
場

は
不
可
。
公
演
内
容
な
ど
は
一
部
変
更
す
る
場

合
あ
り
。

つ
シ
ピ
ッ
ク
セ
ン
ダ
1
2
7
2
・
５
１
ｕ
．
１

「
パ
ソ
コ
ン
講
習

心ノ

目
口
名
古
屋
会
場
（
名
古
屋
情
報
メ
デ
ィ
ア

専
門
学
校
〈
栄
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
〉
名
古
屋
市

中
区
）
・
Ａ
班
／
フ
月
1
8
日
関
～
９
月
2
6
日
叫
、

Ｂ
班
／
７
月
1
9
日
㈲
～
９
月
2
1
日
俐
　
豊
橋

会
場
（
あ
い
ち
情
報
専
門
学
校
〈
豊
橋
市
関
屋

町
〉
）
　
・
７
月
2
5
日
㈹
～
９
月
2
8
日
困

　
医
療
事
務
講
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

□
Ａ
班
／
７
月
1
0
日
側
～
９
月
1
9
日
脚
、
Ｂ

班
／
７
月
1
2
日
伽
～
９
月
1
4
日
俐
図
国
際
医

療
管
理
専
門
学
校
（
名
古
屋
市
中
村
区
）

共
！
―
■
－

固
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
の
か
た
で
指
定

さ
れ
た
1
8
日
間
で
全
日
程
出
席
で
き
る
か
た

□
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
３
時
1
0
分
四
い

ず
れ
も
県
内
で
2
0
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）
―
無
料
□
５
月
1
0
日
㈲
～
3
1
日
㈲

に
市
役
所
児
童
家
庭
課
（
本
館
１
階
）
へ
。

（
。
児
童
家
庭
課
児
童
育
成
班
≪
2
3
◆
＜
Ｄ
Ｎ
.
^
ｉ
ｎ
）

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
－
　
‐
－
　
－
　
　
　
　
－

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
と
い
わ
れ
、
身
近
に

あ
る
木
の
実
や
貝
殻
な
ど
の
自
然
物
を
使
い
、

人
形
や
動
物
を
作
り
飾
り
付
け
る
県
指
定
無
形

文
化
財
の
伝
統
芸
能
「
吉
浜
細
工
人
形
」
。

●
　
　
●

●・

　
郷
土
が
誇
る
伝
統
芸
能
を
ま
ち
づ
く
り
に
い

か
し
て
い
こ
う
と
、
吉
浜
地
区
住
民
有
志
に
よ

る
「
人
形
小
路
の
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
約

８
０
０
び
の
散
策
コ
ー
ス
「
人
形
小
路
」
の
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
散
策
コ
ー
ス
の
整
備
と
会
の
正
式
発
足
を
記

念
し
て
「
人
形
小
路
花
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。

一
人
形
小
路
花
ま
つ
力

４]１]L璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

―
　
―
Ｌ

□
５
月
７
日
蝕
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
３

時
示
雨
決
行
）
図
人
形
小
路
（
拠
点
：
Ｊ

Ａ
あ
い
ち
中
央
吉
浜
支
店
駐
車
場
〈
高
浜
市
屋

敷
町
〉
、
旧
店
舗
）
圃
白
象
引
き
パ
レ
ー
ド
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
Ｉ
人
形
小
路
の
会
会

長
　
都
築
宅
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｕ
ａ
Ｕ
◆
5
3
◆
１
１
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｕ

ぷ
頂
細
工
人
形
展
」

‘
：
‘

・
－
－
ｌ
ｉ
　
　
　
！
Ｉ
ｉ
－
　
－
－
１
　
　
１
１
－
―
1
1
1
1
　
I

図
５
月
７
日
日
～
1
0
日
㈲
回
柳
池
院
（
屋

敷
町
フ
丁
目
、
名
鉄
吉
浜
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
フ

分
）
、
宝
満
寺
（
屋
敷
町
３
丁
目
、
名
鉄
吉
浜

駅
か
ら
東
へ
徒
歩
５
分
）

高
浜
市
観
光
協
会
事
務
局
（
か
わ
ら
美
術
飼
哩
ｙ

Ｃ
＜
J
0
5
6
6
◆
5
2
◆
3
3
6
6

●
　
　
●

●●・

洲

圃
題
材
／
「
水
と
緑
が
輝
く
自
然
豊
か
な
風

景
」
を
テ
ー
マ
に
、
私
た
ち
の
心
を
癒
す
緑
あ

ふ
れ
る
風
景
（
岡
崎
市
内
）
を
撮
影
し
た
も
の
。

作
品
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
縁
な
し
単
写

真
（
ワ
イ
ド
不
可
）
ま
た
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

四
ツ
切
縁
な
し
デ
ジ
タ
ル
写
真
（
合
成
加
工
不

可
）
□
〒
4
4
4
・
：
8
6
0
1
　
市
役
所
公
園
緑

地
課
計
画
班
（
北
館
１
階
）
へ
。
８
月
3
1
日
㈲

消
印
有
効
□
①
表
彰
／
推
薦
、
特
選
、
準
特

選
ほ
か
②
審
査
／
主
催
者
が
委
嘱
す
る
審
査
員

が
実
施
③
入
賞
発
表
／
９
月
下
旬
④
応
募
作
品

は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
⑤
入
賞
作
品
の
使
用

権
は
市
に
帰
属
⑥
応
募
作
品
の
裏
面
に
必
ず
規

定
の
応
募
票
（
公
園
緑
地
課
で
配
布
・
自
作
可
）

を
張
り
付
け
る
こ
と
⑦
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
⑧
入
賞
作
品
の
原
版
を
後
日
提
出

公
園
緑
地
課
計
画
班
：
＜
2
3
・
6
3
9
9

圃
夏
季
長
期
休
暇
時
に
障
害
児
の
発
育
増
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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３月末現在の
'1

岡崎市内の交通事故状況1

輿㎜mm㎜

1. 　人身I Kite
死傷者　漣j

死者 負傷者 計

平成18年 684件 10人 852人 862人

平成17年 711件 2人 892人 B94人

比較 －27件 十6人 －40人 －32人

注:死者故は､小故発生から24E-HB]以内:こ死亡した人です、

じ;ごご嘱圃珈3月末現在の

岡崎市内の窃盗犯発生件数

困nⅢ脱出Ⅲ桐山咀

ｱ尹^

-

平成18年
-
平成17年
-

比較

1･　；　　:　’j’’総数・侵入犯乗物犯 非侵入犯

1,363件 250件　353件 760件

1,842件 268件 332件 1,242件

－479件 －18件　21件 －482件

4月1白現在め■｀■'muuW仙心

福祉機器リサイクル事業

登録状況川柳伺円り削

刄.こ -声lたいA.ぐ ；必翼な人

車　い　す |件 6件

電動ベッK
一

エアーマット
-

その他

|件 2件

O件 2件

5件 2倖

※福祉機器を｢譲りたい人｣｢必要な人｣は登録

　してください

。

※費用は有料の場合もあります

。

　■-･¶･■¶¶7･r-･■･･･y●●y●･■■■-■■･■--■■･■■･嘘-■･●警警●････|･････jl ij･･■･a･･

　　　　　　地域福祉サ
ー

ビスセンター

　a-aa●･ふ･･｡7'･j･1･-●ふ●aa●●●¶-¶●-●■4や7■■■'ふ'●-■■■--■■■-■-■a■|･■j･　｜

　　　　　　　　fi23

-

8938

献血にご協力ください

　　･●　． ●　　●･ふ　ー
岡崎地区献血推進協議会事務局

社会福祉課援護班

r●●･●●･･･yy●●●●●●●●｀●●や●●●･-l･-●甲-4●●●●÷●●÷=･･･j･I

2 23-61 45

J 400/]7fi･成分献血へのご協力お願いします，

岡崎献血ルーム（東岡崎駅南館５階）

　　　　　　fi52 ・ 1 800

－

‐
‐
Ｉ

Okazaki

Information

回
障
害
児
の
下
校
後
活
動
の
場
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
介
護
者
の
一
時
的
な
休
息
を
目
的

と
し
て
児
童
を
預
か
る
□
平
日
／
学
校
終
了

時
～
午
後
６
時
3
0
分
（
１
単
位
）
、
土
・
日
・

長
期
休
暇
時
／
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時
（
２
単

位
ま
で
）
※
３
時
問
で
１
単
位
圃
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
　
パ
レ
ッ
ト
（
北
本
郷
町
：
＜
3
4
・

0
5
3
5
）
、
ば
く
ら
・
あ
そ
び
隊
・
流
（
戸

崎
町
2
7
1
・
1
8
0
7
）
回
市
内
在
住
の
障

害
の
あ
る
中
学
生
こ
局
校
生
な
ど
回
平
日
５

｜　●-

と
介
護
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
児
童

を
預
か
る
ロ
フ
月
2
4
日
興
～
８
月
苔
匈
王
≪

日
曜
日
、
８
月
２
日
伽
・
９
日
伽
・
1
4
日
側
。

1
5
日
叫
・
2
3
日
伽
・
3
0
日
伽
を
除
く
）
　
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
回
保
健
セ
ン
タ
ー
（
康

生
通
）
一
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
小
学
生

回
2
0
人
田
１
日
１
０
０
円
（
昼
食
、
お
茶

な
ど
は
各
自
持
参
）
□
５
月
１
日
㈲
～
1
9
日

廊
に
市
役
所
社
会
福
祉
課
（
本
館
１
階
）
へ
。

●

□
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
　
午
後
１

時
～
４
時
図
高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎
歯
科
診

療
所
（
美
合
町
）
圃
岡
崎
歯
科
医
師
会
の
協

力
に
よ
る
歯
科
診
療
（
介
護
者
の
同
行
が
必
要
）

一
認
知
症
の
か
た
・
虚
弱
高
齢
者
及
び
車
い

す
利
用
の
か
た
で
歯
科
医
院
な
ど
へ
の
受
診
が

困
難
な
か
た
一
診
療
に
要
し
た
費
用
に
対
す

る
自
己
負
担
金
固
健
康
保
険
証
・
老
人
医
療

費
受
給
者
証
・
高
齢
受
給
者
証
・
そ
の
他
の
医

療
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
そ
れ
ら
の
受
給

者
証
な
ど
□
電
話
で
予
約
（
受
付
は
月
～
金

曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時
）
囮
虫
歯
や
入
れ

歯
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
も
毎
週
月
曜
日

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
に
行
っ
て
い
ま
す
。

。
高
年
者
セ
ン
タ
ド
剛
崎
歯
科
診
療
所
　
　
　
ｙ

2
5
5
・
0
1
1
6
　
内
線
２
５
０
　
　
　
　
゛

人
程
度
、
休
日
７
人
程
度

圃
電
話
で
各
施
設
へ
。

１
１
単
位
千
円

市制施行90周年記念式典の会場を花で飾る

受仰謁丿0:00-13:00ヽ14:00～17:や！
(成分献血は10:00～12:00、14:00～17:00)

休日　毎週金曜日

　その他の会場の予定は愛知県血液センター
　のホームページをご覧ください。

　　http://aichi.bc.jrc.or.jp/

…視聴覚ライブラリー…

一期間Jヽ ,し希民課ロビー’ト遡民口匹
5/1^i/12 自動車の港

　　　一三河世-
洋ランにたくす夢
一小林良園の取り組み-

5/15il9 農業の企業化
一小入井農碍の挑戦-

自動車の港　　　一三河港-

5/22gﾌ26 変わ誹く川の生.態系農業の介采化一小入卵c場の＼吸-

5/29&2
ヒメハルゼミ

一山中八幡宮の生きた石-
変わ|)ゅく川の上態系

V.
- -

I市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日

Ｊ

フラワーサポーター募集
７月１日(土)開催の市制施行90周年記念式典の会場を花で

飾るため、花を育てていただけるかたを募集します。

■内容／花を育て、市民会館（六供町）で開催の式典前に会場へ持ち寄

　る（式典終了後は差し上げます）。

・対象／次のいずれも可能なかた①花の苗、プランター（1人２鉢）、

　土を６月２日脚～５日（月）午前９時～午後５時におかざき農遊館（東阿

　知和町）またはふれあいドーム岡崎（下青野町）で受け取る②育てた

　花を６月29日㈲･30日脚午前10時～午後４時に市民会館へ持ち寄る③

　フ月１日倒正午～午後４時または２日（日）午前10時～午後２時に市民

　会館で花を受け取る。

■定員／100人（定員を超えた場合は抽選）

・申込方法／往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤６月２日～

　５日の受取希望場所（農遊館・ふれあいドームのどちらか）を記入し、

　〒444…8601　市役所企画課「フラワーサポーター」係へ。５月15日

　（月必m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画課総務班323・6030
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現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
か
た

は
認
定
請
求
、
す
で
に
下
の
お
子
さ
ん
で
児
童

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
は
額
改
定
認
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

圃
委
員
会
に
出
席
し
（
年
２
回
程
度
）
、
青

少
年
の
教
養
を
高
め
、
か
つ
、
心
身
の
健
全
な

　
　
校
５
・
６
年
生
の
児
童
（
平
成
６
年
４
一

「
ｍ
ｍ
に日

～
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
」
の

保
護
者
の
か
た

　
３
月
3
1
日
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た

か
た
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受

給
し
て
い
な
い
か
た
で
、
受
給
資
格
が
あ
る
場

合
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

雇
侭
に

日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

－４
月
２
一

の
保
護
　
　

　
児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
、
支
給
対
象
年

齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
３
年
生
（
９
歳
到

達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
６

年
生
の
年
度
末
（
1
2
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ｌ
ｉ
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
卜
‐
―
・
ｉ
－
ｔ
Ｉ
一
一
ｉ
ｌ
　
　
！
　
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｊ

・
。
４
月
１
日
以
降
に
岡
崎
市
に
転
入
さ
れ
た
か
た

　
４
月
１
日
現
在
の
居
住
地
と
岡
崎
市
の
両
方

に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

１
　
１
　
　
　
－
―
　
　
　
　
　
ｌ
ｄ
　
　
―
―
―
－
―
　
－
１
１
－
　
－
―
　
－
－
　
－
－
　
－
Ｉ
Ｊ

　
共
　
通

ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
．
。
！
－

□
市
役
所
児
童
家
庭
課
（
本
館
１
階
）
ま
た

は
各
支
所
（
公
務
員
の
か
た
は
勤
務
先
）
囮

改
正
に
伴
う
請
求
は
、
９
月
3
0
日
ま
で
に
受
け

付
け
た
も
の
は
、
４
月
分
（
ま
た
は
支
給
要
件

に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
た

場
合
は
、
申
請
受
付
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。

　
　
－
　
－
１
－
１
　
　
ｉ
　
　
ｉ
　
　
ｌ
―
―
－
！
－
　
　
　
　
　
－
－
　
　
　
　
　
―

（
児
童
家
庭
課
児
童
助
成
班
ｃ
＜

2 3
・
6
1
5
0
）

１

ｉ

ｉ

１

～－

・

Ｈ

－－
ｉ

－
ミり

吻
ｈ

ｉ

市

民
税
課
諸
税
班２
23

●
６
０７
５

　

■
一
定
以
上
の
障
害
で
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
た
回
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
１

台
に
限
り
減
免
（
県
税
の
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
た
場
合
を
除
く
）
ロ
次
も
減
免
の
対
象

と
な
る
場
合
あ
り
①
障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
障
害
者
の
た
め
に
、
常
時
介
護
者
が

運
転
す
る
場
合
②
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る
た

め
に
改
造
さ
れ
た
軽
自
動
車

図
市
役
所
市
民
税
課
諸
税
班
（
本
館
２
階
）

□
申
請
期
限
／
５
月
2
4
日
㈲

所得制限限度額表

　自営業者

(m民年金

　　　加入者)

サラリーマン

(厚生年金など
　　　　加入者)

扶養親族
などの数

所得顔(万円) 所得額(万円)

0人

1人

2人

3人

4人

(460)468

(498)506

(536)544

(574)582

(612)620

(532)540

(570)578

(608)616

(646)654

(684)692

扶養親族などの数が5人以上は1人
増すごとに38万円加算

※（　）は､社会保険料一律8万円控除した額です。

　
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
（
表
参
照
）
に
よ
り
、

新
た
に
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当

す
る
保
護
者
の
か
た
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

●

―

―

ｉ

ｌ

ｊ

ｊ

　
　
　
．
。
ｉ
ｌ
ｉ
―
．
．
Ｉ
Ｉ
－
１
１
１
－
１
－

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
か
た

　’-
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OKAZAKI INFORMATION

Garbage Collection and Disaster Prevention 〈ごみの収集・防災〉

　　　Recentlynew calendars forgarbage disposal and the new disasterpreventionmap and guide

were deliveredto allhouseholds in Okazaki.

　　　Separatinggarbage correctlyand disposing ofitat the correct place and time is very important. It

is an offence to dispose of garbage incorrectly.If you are unable to read Japanese and are unsure of

the correct way to separate your garbage, complete guides to separating garbage and guides to

understanding the calendars are available at the Okazaki InternationalCommunity Center (OICC).

　　　Itisimperative that allresidents are aware of disaster and evacuation procedures. Japan is very

prone to earthquakes as well as typhoons. The complete disaster prevention map and guide is

availablein Japanese, English, Portuguese, Chinese and Korean and contains valuable information to

help residents prepare for emergency situations.This guide is also available at OICC.

　　　The Okazaki International Community Center (０１ＣＣ)ｉｎKamimutsuna is open from ９:00 to 19:００

Monday, Wednesday, Thursday, Friday and Saturday; 9:00 to 17:００ on Sunday; closed on Tuesdays･

English-speaking staff are available every day･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S. Lineker, CIR　市国際交流員セラ・リネカー

市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日國



Okazaki

Information

圖＠＠＠ｅ＠○＠瀧|
青少年女性課男女共同参画班

　　　S23・6222

　　　　女性相談(要予約)

予約申込…青少年女性課男女共同参ili班

　　　　fi23・6222

　開催日　Ｅ　　　時間

毎週月･水　　午後1時～4時

※祝日はお休みです

　場所
一
市民相談室

(本館2階)

女性のための法律相談(要予約)

予約申込…働く婦人会館　公23・2963
　　　　　(n日本午前8時30分べ

開催日　ｉ　　　時間　　　　　場所

24日吻　　　。　　　　　　働く婦人会館
27日臼　　午後2時^゛4時　; (伊賀新町)

　　女性悩みごと相談（要予約）

予約申込…県女性相談センター西三河駐在室

　　　　　S27・2719

開催日　１　　　時間　　　ｌ　　場所

８日㈲　ｌ　午前10時　　　　福祉会館2階

22日（月）　　　　～午後3時　　（朝日町）

　　　　　午前10時　　　　働く婦人会館
17日喇　　　　～午後4時　（伊賀新町）

※電話で事前に時闘などｆ約してください、

※棚談は無料、秘密厳守です

安心だよりnq26

回
県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校
（
美
合
町
）

圃
金
属
技
術
科
（
金
属
加
工
や
溶
接
技
術
）
、

訓
練
期
間
／
７
月
５
日
伽
～
1
2
月
2
0
日
伽
（
６

ヵ
月
間
）
。
選
考
日
／
６
月
９
日
脚
。
選
考
方

法
／
適
性
検
査
及
び
面
接
ｍ
一
離
職
し
た
か
た

や
転
職
し
て
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る
か

●・

国
保
年
金
課
年
金
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
7
1

図
市
役
所
国
保
年
金
課
（
本
館
２
階
）
ま
た

は
各
支
所
囲
①
退
職
日
の
分
か
る
書
類
（
離

職
票
、
退
職
辞
令
な
ど
）
②
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
ま
た
は
年
金
手
帳
③
印
鑑

（
、
太
陽
の
城
：
＜
2
4
・
2
5
3
5

｀心ノ

育
成
を
図
る
た
め
の
活
動
の
場
と
し
て
の
施
設

の
実
現
に
向
け
て
、
必
要
な
施
策
に
関
す
る
意

見
を
述
べ
る
（
任
期
／
平
成
2
0
年
６
月
3
0
日
ま

で
、
委
員
会
出
席
報
酬
予
定
）
一
市
内
在
住

の
2
0
歳
以
上
の
か
た
四
若
千
名
（
委
員
の
構

成
は
、
一
般
公
募
の
ほ
か
に
学
識
経
験
者
、
各

種
団
体
代
表
な
ど
1
5
人
以
内
を
予
定
）
□
小

論
文
「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
」
（
千

字
程
度
）
に
市
販
の
履
歴
書
を
添
え
て
、
〒
以
‐

・
：
0
8
6
0
　
市
内
明
大
寺
本
町
１
丁
目
２
番

地
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・
太
陽
の
城
へ
直
接
ま

た
は
郵
送
。
６
月
２
日
㈲
必
着
囮
選
考
結
束

は
応
募
者
あ
て
に
通
知

　

１

－

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
2
0
歳
か
ら
6
0
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
か
た
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
会
社

員
や
公
務
員
の
か
た
で
退
職
さ
れ
た
か
た
と
、

そ
の
被
扶
養
配
偶
者
で
6
0
歳
未
満
の
か
た
は
、

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更

届
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

お国退
済民職
ﾘﾙ

は

〔
Ｍ
Ｈ
リ
ａ

I･，_ノ

●

た
で
、
就
職
に
必
要
な
基
礎
的
技
能
や
知
識
を

身
に
つ
け
た
い
か
た
四
3
0
人
―
無
料
□

５
月
3
1
日
㈲
ま
で
囮
見
学
会
／
５
月
1
7
日

湘
午
後
１
時
3
0
分
～
（
申
込
不
要
）

●●●　　

｢あいち地域安全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緊急3か年戦略｣・‥

　本県の刑法犯の認知件数は、平成16年に引き続いて２年連続減少しているものの、依然として20万件前後と高

い水準にあり、10年前の約２倍となっています。

　そんな現状を打破するため、愛知県では今年を「治安回復元年」と位置付け、平成18年度から20年度の３ヵ年

で短期的、集中的に実効性の高い対策を強力に実施するため「あいち地域安全緊急３か年戦略」を制定しました。

Ｉ

，防犯意識の高揚

　子どもから大人まで、県民一人ひとりの治

安に対する危機意識を喚起するため、啓発や

情報提供を行い、地域が一体となった「県民

総ぐるみ運動」を展開します。

〈県民総ぐるみ運動のスローガン〉

　３Ｎ(ない)

　　｢犯罪にあわない｣

　　｢犯罪を起こさせない｣

　　｢犯罪を見逃さない｣

固市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日

基 本戦略

　n.地域の防犯力の向上

　　県と県民、事業者、団体、市町村との連携を図り、防犯

　意識の強化と整備を促進し、地域の防犯力を向上させます。

Ⅲ。犯罪が起きない生活環境づくり

　　犯罪の温床となる歓楽街の環境浄化や警察官の街頭活動

　の強化、犯罪防止に配慮した住宅、公園、道路などの整備、

　普及など、犯罪が起きない生活環境づくりを進めます。

Ⅳ。子どもの安全確保

　　子どもに対する防犯教育を強化するとともに学校、地域、

　警察などが一体となって子どもを犯罪から守るための体制

　を整備し、子どもの安全を図ります。

岡崎警察署SJ 58 ・0 1 1 0 安全安心課生活安心班fi 23 ・6525

●

●
　
　
●

･



貼

　ﾃﾞﾙ
げ

図
平
成
1
9
年
実
施
予
定
の
、
学
区
の
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
（
例
＝
お
年
寄
り
と
小
学
生
の
交
流

や
防
犯
・
清
掃
活
動
、
夏
祭
り
な
ど
）
に
㈹
岡

崎
青
年
会
議
所
の
人
的
、
金
銭
的
支
援
を
希
望

す
る
団
体
を
公
募
―
総
代
会
・
社
会
教
育
委

員
会
・
小
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
学
区
で
活
動

す
る
団
体
口
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
〒
4
4
4
・
：
0
8
7
4
　
市
内
竜
美
南
１
丁

目
２
番
地
　
助
岡
崎
青
年
会
議
所
へ
（
フ
ァ
ク

ス
可
）
。
フ
月
2
5
日
㈹
必
着
囮
用
紙
は
助
岡

崎
青
年
会
議
所
、
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
（
本

館
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。
後
日
書
類
審
査
、
公

開
審
査
が
あ
り
ま
す
一
冊
岡
崎
青
年
会
議
所

奥
瀬
2
0
9
0
◆
7
6
8
0
◆
1
1
2
1
　
昭

,二，
市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
班

2
2
3
◆
＜
Ｏ
^
Ｏ
）
Ｔ
-

図
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
社
会
貢
献
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
市
が
保
険
料
を
負
担

し
て
運
営
。
市
民
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
）
中
に
事
故
に
遭
わ
れ
た
か
た
に
保
険
金

を
支
給
一
対
象
と
な
る
団
体
／
５
人
以
上
の

市
民
に
よ
り
自
主
的
に
構
成
さ
れ
、
本
市
に
登

録
さ
れ
て
い
る
団
体
（
市
の
い
ず
れ
か
の
部
署

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
再
度
登
録
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）
、
対
象
と
な
る
市
民
活
動
／

社
会
教
育
活
動
、
社
会
福
祉
・
社
会
奉
仕
活
動
、

青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
地
域
社
会
活
動
な
ど

●

で
、
自
由
意
志
の
も
と
に
行
う
断
続
的
、
計
画

的
な
公
共
性
の
あ
る
活
動
（
政
治
、
宗
教
、
営

利
を
目
的
と
す
る
活
動
を
除
く
）

賠償責任補償金額

　　　　‥一一一一一一

1人につき6,000万円

1事故につき3億円

1事故につき100万円

対人

一
対物

支　払

限度額

※1【亘】の事故につき対人･対物それぞれ1万円の

　自己負担があります。

傷害補償金額

死亡保険金 20(〕万円

後遺障害保険金障害に応じ6～200万円

入院保険金 １日につき3.000円　　Ｉ

通院保険金 1日につき2.000円

市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
班

2
2
3
◆
（
Ｏ
^
O
ｔ
-

こ

凹罰f

１ £fi

ｌ
－Ｚ

Q

｜

　
東
西
南
北
４
つ
の
地
域
割
り
を
基
本
と
し
て

施
設
配
置
を
計
画
し
て
い
る
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
の
２
号
館
が
1
0
月
、
上
地
２
丁
目
に
開
館
し

ま
す
。
よ
り
親
し
み
や
す
い
施
設
に
す
る
た
め

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

ｙ
ｌ

●'

●
　
　
●

－
１
一
〇
〈
」

●

タ
ー
・
な
ご
み
ん
（
西
蔵
前
町
）
に
あ
り
ま
す
　
Ｊ

囮
①
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
②
応
募
作

品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
③
賞
／
採
用
作
品
１
点

図
書
力
－
ド
ー
万
円
分
（
採
用
作
品
が
複
数
の

場
合
は
、
抽
選
で
１
人
に
決
定
）
④
発
表
／
６

月
下
旬
（
本
人
あ
て
に
通
知
）
⑤
施
設
の
概
要

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
応
募
用
紙
と
併
せ
て
送

付
し
ま
す
。

　
ｊ
－
　
1
1
1
1
　
↑
－
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
－
　
ｒ
Ｉ
ｉ
　
ｌ

［
市
民
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ー
－

図
５
月
2
1
日
日
午
前
９
時
～
正
午
回
上

地
学
区
市
民
ホ
ー
ム
（
上
地
３
丁
目
）
圃
交

流
セ
ン
タ
ー
運
営
計
画
を
考
え
る
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
四
5
0
人
程
度
囮
当
日
直
接
会

場
へ
。

市
民
協
働
推
進
課
事
業
推
進
班

S
2
3
◆
Ｃ
Ｏ
　
Ｃ
Ｏ
　
ｔ
ｏ
　
Ｔ
-

Ｅ
メ
ー
ル
:
ｓ
h
i
ヨ
ー
コ
ｋ
ｙ
ｏ
ｄ
ｏ
＠
c
i
ｔ
ｙ
.
ｏ
ｋ
ａ
Ｎ
ａ
ｋ
ｉ
.

L
　
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
.
ｊ
Ｄ

肖::

　］

ロ
試
験
／
６
月
下
旬
に
書
類
選
考
と
面
接
（
郎

愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
〈
名
古
屋
市

中
村
区
〉
）
、
７
月
中
旬
に
試
験
（
福
岡
県
久
留

米
市
）
圃
公
営
競
技
の
受
託
業
務
。
勤
務
場

所
／
蒲
郡
及
び
常
滑
競
艇
場
・
名
古
屋
、
勤
務

日
時
／
４
週
６
休
制
（
休
日
は
勤
務
場
所
に
よ

り
異
な
る
）
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
ナ
イ

タ
ー
レ
ー
ス
開
催
日
を
除
く
）
１
４
年
制
大

学
の
平
成
1
9
年
卒
業
見
込
者
ま
た
は
2
5
歳
未
満

の
既
卒
者
で
、
色
盲
・
色
弱
で
な
く
、
次
の
視

力
を
有
す
る
か
た
［
賜
削
員
］
両
眼
と
も
裸
眼
視

力
Ｏ
・
１
以
上
で
矯
正
視
力
Ｏ
・
６
以
上
疑

一
　
鳶
良
一
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
ま
た
は
矯
正
視
力

　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
　
　
●

●<

Ｏ
・
５
以
上
圓
１
～
２
人
圃
履
歴
書
を
〒

4
5
0
：
0
0
0
2
　
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
５
丁

目
４
番
1
4
号
　
花
車
ビ
ル
北
館
９
０
５
号
　
郎

愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
　
総
務
部
人

事
課
へ
。
６
月
1
0
日
出
消
印
有
効
囮
１
年
間

の
研
修
期
間
あ
り
ｌ
㈲
愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
　
総
務
部
人
事
課
２
０
５
２
・
５

６
２
◆
１
３
１
Ｃ
Ｏ

「
」
贋
缶
畷
海
総
務
班
：
＜
2
3

　
　
　
　
　
l
↓
！
ｌ
―
―
―
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ

◆
6
2
1
0

圃
石
職
人
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
デ
ザ
イ
ン
の
募
集
。
入
選
作
品
は
岡
崎
石
工

団
地
協
同
組
合
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
印
刷
物
に
使

用
□
Ａ
４
判
白
色
用
紙
（
縦
横
自
由
）
に
描

き
、
〒
4
4
4
…
0
9
3
6
　
市
内
上
佐
々
木
町
字

梅
ノ
木
4
8
番
地
　
岡
崎
石
工
団
地
協
同
組
合
「
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
」
係
へ
（
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

不
可
）
。
１
人
何
点
で
も
応
募
可
（
用
紙
は
１

点
１
枚
）
。
1
0
月
3
1
日
脚
消
印
有
効
囮
応
募

者
の
自
作
・
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
ｌ

岡
崎
石
工
団
地
協
同
組
合
ｃ
＜
3
1
・
3
8
2
3

●
商１

ｙ

・rΞ

－

一
一

｜
１

－

－
■

圃
市
の
将
来
環
境
（
自
然
環
境
・
生
活
環
境
・

快
適
環
境
・
地
球
環
境
）
に
つ
い
て
の
環
境
基

本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
市
民
会
議
に
参
加

（
任
期
／
原
則
と
し
て
「
環
境
基
本
計
画
」
策

定
ま
で
の
３
年
間
）
一
市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
囲
1
0
人
程
度
圃
所
定
の
申
込
書
に
①

市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日困

□
所
定
の
応
募
用
紙
・
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル

―
一
［
月
ｊ
ぴ
。
］
‥
川
薯
月
割
。
卜
ｋ
尤
。
＝
ｃ
。
ｒ
Ｌ
、
ノ
ー
剣

で
①
愛
称
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電

話
番
号
⑦
職
業
⑧
愛
称
に
対
す
る
簡
単
な
説
明

を
記
入
し
、
〒
4
4
　
1
…
8
6
0
1
　
市
役
所
市
民

協
働
推
進
課
「
愛
称
募
集
」
係
へ
。
５
月
3
1
日

㈲
消
印
有
効
（
Ｅ
メ
ー
ル
は
当
日
到
着
分
）
。

１
人
１
枚
３
点
ま
で
応
募
可
（
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
る
）
。
用
紙
は
市
民
協
働
推
進
課

（
本
館
２
階
）
、
各
支
所
、
北
部
地
域
交
流
セ
ン



Okazaki

Information

●

｜

住
所
②
氏
名
③
生
年
月
日
④
応
募
の
動
機
な
ど

を
記
入
し
、
〒
4
　
1
4
・
：
8
6
0
1
　
市
役
所
環
境

総
務
課
（
福
祉
会
館
５
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
直

接
。
５
月
2
2
日
㈲
必
着
囮
①
選
考
は
書
類
審

査
で
行
い
、
結
果
を
６
月
上
旬
に
応
募
者
全
員

に
通
知
②
応
募
用
紙
は
環
境
総
務
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
環
境
総
務
課
の
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

-
環

境総

務
課環

境
管
理
班
２
23

●
６
６
８５

｜

I阪神・淡路大震災での被害例・　　　，．・　　　　　，r

木
造
住
宅
の
無
料
―
震
診
断
・
耐
震
改
修
費

補
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
‐
―
―
－
・
－
・
　
　
・
　
‐
‐
‐
‐
’
Ｉ
　
Ｉ
ｉ
・
’
！

　
無
料
ｉ
震
診
断

１
次
の
①
か
ら
④
す
べ
て
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
建
物
①
現
在
、
居
住
し
て
い
る
②
昭
和
5
6

年
５
月
3
1
日
以
前
に
着
工
し
て
い
る
③
２
階
建

て
以
下
の
木
造
の
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統

工
法
で
あ
る
④
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
長
屋
、

共
同
住
宅
（
借
家
を
含
む
）
の
い
ず
れ
か
で
あ

●
●・

●
　
　
●

る
□
市
役
所
建
築
指
導
課
（
北
館
３
階
）
と

各
支
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
直
接
か

郵
送
（
用
紙
に
8
0
円
切
手
を
張
付
）
※
申
込

は
建
物
の
所
有
者
に
限
る

　
耐
震
改
修
費
補
助
（
上
限
6
0
万
円
）

一
市
の
無
料
耐
震
診
断
ま
た
は
、
叫
愛
知
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
実
施
の
木
造
住
宅
耐
震
診

断
を
行
い
（
昭
和
5
6
年
５
月
3
1
日
以
前
着
工
）
、

判
定
値
１
・
Ｏ
未
満
の
か
た
（
今
年
度
よ
り
Ｏ
・

７
未
満
か
ら
１
・
Ｏ
未
満
に
対
象
が
拡
大
）
で

耐
震
改
修
工
事
を
行
う
か
た
ロ
耐
震
補
強
上

有
効
な
工
事
に
限
り
ま
す
。

耐
震
改
修
促
進
税
制

　
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
た
場
合
、
確
定

申
告
に
よ
る
所
得
税
額
の
特
別
控
除
と
、
固
定

資
産
税
額
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

附
和
5
6
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
よ
る
既
‘
一

建
築
物
の
耐
震
診
断
補
助
　
　
　
　
　
　

。
」

　
　
　
　
　
　
ｌ
－
―
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
　
ｌ
　
ｉ
　
―
　
ｉ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
ｊ
↑
－

一
共
同
住
宅
（
耐
火
建
築
物
ま
た
は
準
耐
火

建
築
物
で
あ
っ
て
、
延
べ
床
面
積
が
干
平
方
び

以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
地
階
を
除
く
階
数
が
原

則
と
し
て
３
階
以
上
の
も
の
）
ま
た
は
、
病
院
・

福
祉
施
設
・
百
貨
店
な
ど
（
耐
震
改
修
促
進
法

第
フ
条
第
２
項
に
規
定
す
る
指
示
建
築
物
）
の

所
有
者
ま
た
は
管
理
組
合
口
補
助
率
／
費
用

の
３
分
の
２
ま
た
は
１
２
０
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
方

昭
和
5
6
年
以
降
の
新
耐
震
基
準
に
よ
る
既
存

１
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
田
補
助

率
／
費
用
の
３
分
の
２
ま
た
は
6
0
万
円
の
い
ず

れ
か
低
い
方

¬

①
各
制
度
で
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
②
市
役
所
の

行
う
耐
震
診
断
で
は
、
各
戸
訪
問
・
電
話
に
よ

る
勧
誘
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

-

●

Ｉ　Ｉ

だ
さ
い
。

Ｉ　　Ｉ

「
粟
隻
措
導
１
　
振
談
班
：
＜
2
3

一
活
動
強
化
週
間
　
５
月
1
2
日
倒
～
叩
旧
弟
ト
」

ｉ
－
・
‐
―
―
・
　
　
　
・
ｉ
‐
‐
・
‐
１
１
１

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
福
祉
の
推
進

役
と
し
て
、
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
住
民
と
共

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
支
え
あ
い
が
不
可
欠
な
今
日
に
お

い
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
ど
の
よ
う
な

立
場
の
人
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
人
な
の

か
を
地
域
社
会
の
か
た
が
た
に
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
」
を
機
会
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
そ
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。團1 福

祉

総
務
課
総

務
班２
23

●
６
８
５
１

睡
11陥

--^EJ

ＺＺ
一一

断 ●

冒

-

ほ
－宋

ｉ

Ｉ

　
女
と
男
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク
」

や
学
区
女
性
団
体
の
活
動
状
況
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
本
館
２
階
）
、
各
支
所
、
太
陽
の
城
（
明

大
寺
本
町
）
、
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
）

へ
。
ま
と
ま
っ
た
部
数
が
必
要
な
か
た
は
、
市

役
所
青
少
年
女
性
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
…
…
‐
‐
‐
－

青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班

公
2
3
◆
6
2
2
2

Ｉ 　 　 Ｉ

住宅資金などの

融資あつせん

・常時受け付けています。

・固定利率ですので、契約後は市中

金利が変動しても返済計画を変更

することがないため、安心です。

　　　　安全安心課市民相談班

　　　　　a23・6493

制度 対　　　象 限度額 期間 利率 保証人 担保取扱金融機関

住宅資金

建築
新築、増築など 1.500万円

25年

以内

５年以内

年1.5%

　　　S

25年以内

年2.9%

　　信用保証

･岡崎悒用金幽市内本
叉店は保訂mを別途

喫約峙に3isr.ihいい
ただきまg-、

ism労働金庫岡崎支mは金利に0 2％(保

証祠相当)を上乗せし
た利率となりUilf,

　　岡埼信用金庫

　　市内本支店

要
　　東海労働金庫

　　岡崎支店

修繕、模様替 1.200万円

譲渡
中古（土地付き） 1.500万円

分譲（土地付き） 2.000万円

宅　　　　地 1,500万円

災害防止

工事資金

住宅をかさ上げするとき

300万円 15年 年2.2% 信用保証 要

岡崎信用金庫

本　　店

木造住宅の耐震補強工事を

するとき

既設不良塀の改良のとき lQD万円 ５年 年2.2% 信用保証 不要

生活資金 災害、傷病、入学、結婚、

出産、死亡、住宅修繕、転
居に伴う代金などで一時的

に資金調達が困難なかた

50万円５年

年2.2％

信用保証　ｉ

生活特定

資　金
3D万円 ３年 ｜人

不要

固市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日



一 一

圃
視
力
検
査
業
務
回
視
能
訓
練
士
免
許
証

所
持
者

市
民
病
院
事
務
局
総
務
課
総
務
班

2
6
8
◆
7
0
1
0

　
「
春
の
市
民
清
掃
の
日
」
で
は
、
町
内
清
掃
に

伴
い
発
生
す
る
ご
み
に
限
り
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
処
理
を
受
け
付
け
ま
す
。
私
た
ち
の

町
を
美
し
く
す
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
当
日
、
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ
直
接
搬

入
す
る
場
合
／
午
前
８
時
～
正
午
に
受
付
。
可

燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
空
き
缶
、
空
き
び
ん
に

分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
（
町
内
清
掃
の

場
合
は
容
器
包
装
も
汚
れ
て
い
る
場
合
が
多
い

の
で
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
に
分
け
て
く
だ

さ
い
）
。

▼
草
、
小
枝
な
ど
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

す
場
合
／
2
0
袋
以
上
出
す
場
合
は
、
事
前
に
必

ず
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
を
。
2
0

袋
未
満
で
あ
れ
ば
、
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
が
、

必
ず
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
草
、
小
枝
な
ど
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
い
場
所
に
出
す
場
合
／
事
前
に
必
ず
中
央
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
回
収
日
・
場
所

な
ど
を
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
袋
で
な
く

て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
袋
に
入
れ
る
か
、
ひ

も
で
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
側
溝
か
ら
出
た
土
砂
な
ど
／
平
日
に
道

路
維
持
課
各
班
へ
。
本
庁
・
岩
津
支
所
管
内
＝

中
北
部
班
（
Ｃ
＜
2
3
・
6
2
2
5
）
、
岡
崎
・
大

平
・
東
部
支
所
管
内
＝
東
部
班
（
Ｃ
＜
2
3
・
６
２

．｜

●
●･

３
３
）
、
矢
作
・
六
ツ
美
支
所
管
内
＝
南
西
部

班
（
Ｃ
＜
2
3
・
6
2
2
7
）
、
額
田
支
所
管
内
は
額

田
支
所
維
持
管
理
課
（
2
8
2
・
3
1
0
3
）
へ
。

▼
側
溝
ふ
た
脱
着
機
の
貸
し
出
し
／
道
路
維
持

課
総
務
班
（
Ｃ
＜
2
3
・
6
2
2
3
）
ま
た
は
額
田

支
所
維
持
管
理
課
へ
。

　
ま
た
、
５
月
は
春
の
大
掃
除
月
間
で
す
。
清

潔
で
明
る
く
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
、
各
家
庭
で
も
掃
除
を

し
ま
し
よ
う
。

①
建
物
内
で
、
日
ご
ろ
手
の
届
か
な
い
場
所
も

よ
く
掃
除
を
し
ま
し
よ
う
②
室
内
の
通
気
を
十

分
に
し
て
、
畳
、
敷
物
類
を
日
光
に
当
て
、
床

下
の
ほ
こ
り
な
ど
も
払
っ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

ご
み
対
策
課
ご
み
減
量
班
2
2
3
・
６
５

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
１
：
＜
2
2
・
１
１

　
は
か
り
売
り
に
使
用
す
る
計
量
器
や
計
量
し

た
結
果
を
必
要
と
す
る
計
量
器
な
ど
、
取
引
も

し
く
は
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
（
は
か
り
）

は
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
を

受
検
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
査
に
合
格
す
る
と
「
合
格
シ
ー
ル
」

を
張
り
付
け
ま
す
。
（
左
図
参
照
）

　
今
年
度
実
施
す
る
検
査
は
、
原
則
と
し
て
岩

津
支
所
・
矢
作
支
所
・
六
ツ
美
支
所
・
東
部
支

所
管
内
の
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
　
　
●

●・

な
お
、
前
回
（
平
成
1
6
年
度
実
施
）
受
検
さ
Ｊ

れ
た
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
別
途
通
知
を
発
送

し
ま
す
。
指
定
の
検
査
日
に
受
検
で
き
な
い
か

た
は
、
都
合
の
よ
い
会
場
で
受
検
し
て
く
だ
さ

い
（
正
午
～
午
後
１
時
は
受
検
不
可
）
。

　
定
期
検
査
を
未
受
検
の
か
た
、
新
規
事
業
所

を
始
め
ら
れ
る
か
た
な
ど
は
、
市
役
所
安
全
安

心
課
生
活
安
心
班
（
本
館
７
階
）
へ
。

安

全

安

心

課

生

活

安

心

班

２

23

　●

　６

　０

　１

　５

心

実施期日 時間 検査場所

5ﾂH 午後時so分
　　　　～3時 六ツ美南部学区市民ホーム(中島東町)

5閣3

午前10時　　～午後3時

六ツ美北部学区市民ホーム(井内町)

5%s 矢作東学区市民ホーム
(矢作町)

5鷲ｓ 矢作北学区市民ホーム
(橋目町)

5劈8 午後1時30分
　　　　～3時

奥殿学区市民ホーム
(奥殿町)

5習5

午前10時　～午後3時

岩津学区市民ホーム
(岩津町)

5ﾂﾞｓ 山中学区こどもの家
(山綱町)

5ﾏｓ 大樹寺学区こどもの家
（井ノロ町）　　　｜

　
消
費
者
が
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
を
お
く

る
た
め
に
は
、
消
費
者
が
自
ら
考
え
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
悪
質
商
法
の

対
処
法
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
つ
て
み
ま
し
よ

う
。
市
の
消
費
生
活
派
遣
講
座
や
消
費
生
活
相

談
室
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

－
・
―
・
ｉ
‐
ｉ
・
－
・
１
－
１
　
‐
－

消
費
生
活
派
遣
講
座

Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
―
　
―
‐
・
・
‐
・
　
　
‐
‘
ｒ

回
申
請
者
が
準
備
』
市
内
の
消
費
者
グ
ル
ー

プ
、
地
域
グ
ル
ー
プ
な
ど
（
老
人
ク
ラ
ブ
、
町

内
会
、
子
ど
も
会
な
ど
）
回
悪
質
商
法
関
係
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
関
係
な
ど
に
対
し
、
被
害
を
未
然

●
　
　
●

●・

に
防
ぐ
た
め
の
講
師
を
派
遣
（
１
時
間
～
１
時

間
3
0
分
程
度
）
□
消
費
生
活
相
談
員
一
無

料
圃
市
役
所
安
全
安
心
課
（
本
館
７
階
）
へ
。

1
1
1
1

　
販
売
目
的
を
隠
し
た
点
検
商
法
・
判
断
が
十

分
に
で
き
な
い
人
を
狙
っ
た
次
々
販
売
・
し
つ

こ
い
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
電
話
・
多
重
債
務
・

は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求
・
パ
ソ
コ
ン
接
続
中

の
不
当
請
求
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
し
、
悪
質
商
法
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
市
の

消
費
生
活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
よ
う
。

図
市
役
所
本
館
２
階
（
2
2
3
・
6
4
5
9
）

□
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
毎

日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

ｌ

ｌ

ｉ

｜

ｓ
ｌ

ｌ

Γ
Ｓ

ｓ
ｌ

Ｍ

自

安
全
安
心
課
生活

安
心
班2
23

卜
６
２
１９

　
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
や
事
業
な
ど
の
情
報
・

担
当
課
を
わ
か
り
や
す
く
案
内
す
る
た
め
に
「
お

か
ざ
き
子
ど
も
未
来
応
援
ガ
イ
ド
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ベ
ー
シ
ー
児
童
家
庭
課
の

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ
ー
事
業

は
保
育
施
設
へ
の
送
迎
や
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
に

よ
る
一
時
的
な
預
か
り
な
ど
、
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
行
い
た
い

人
（
援
助
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
お
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
事
業
で
す
。
活
動

｜

2006年(平成18年)5月1日國市政だよりおかざき



Okazaki

Information

｜

に
対
す
る
報
酬
は
、
依
頼
会
員
か
ら
援
助
会
員

に
一
定
の
金
額
を
支
払
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
援
助
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　
’
・
　
－
－
４
－
‐
↑
！
ｌ
！
Ｉ
ｌ
ｉ
・
―
―

に

1 7
　
タ
ぽ
サ
ポ
講
習
会

　
　
　
　
　
　
‐
ｌ
ｊ
　
　
‘
Ｉ

図
５
月
2
9
日
○
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
圃

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
八
帖
北
町
）

圃
子
ど
も
の
育
ち

＝
‐
‐
　
＝
　
　
　
－
－
・
‐

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ

2
8
7
◆
ｉ
ｎ
o
Ｌ
ｏ
o

　
赤
十
字
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
拠
出
し
て
い

た
だ
く
事
業
資
金
（
社
資
）
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
赤
十
字
事
業
発
展
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の

か
た
が
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
岡
崎
市
地
区

務
局
（
社
会
福
祉
課
内
）
　
：
＜
2
3
・
６
１
４

一ｎ

〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　を怒動マ
　球泌

　趙Ｕ

　い容飼ど
　るなつの
　μ

Xm
　御製

　取　ヽ-ヽ
　扱　危
　業讐

　
動
物
愛
護
管
理
法
が
改
正
さ
れ
、
６
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
－
－
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
・
―
　
　
－

　
新
た
に
規
制
対
象
と
な
る
特
定
動
吻
腫
リ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
―
－

ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
こ
Ｉ
ホ
ン
ヤ
マ
カ
ガ
シ
ー
ス
ナ

ド
リ
ネ
コ
ー
ジ
ャ
ガ
ラ
ン
デ
ィ

　
　
　
　
　
‐
　
　
ｉ
‐
‐
‐
ｌ
ｉ
ｌ
・
ｌ
ｌ
ｌ

「
新
だ
旧
擬
制
対
象
と
な
る
動
物
取
扱
業
種
リ
」

１
‐
ｉ
ｊ
１
’
　
　
　
　
１
１
　
　
‐
　
－
‐
－

販
売
／
飼
養
施
設
を
持
た
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
よ
る
通
信
販
売
業
者
な
ど
、
保
管
／

●
●･

●
　
　
●

美
容
業
者
（
動
物
を
預
か
る
場
合
）
、
ペ
ッ
ト
の

シ
ッ
タ
ー
な
ど
、
訓
練
／
出
張
訓
練
業
者
な
ど

展
示
／
乗
馬
施
設
・
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
業
者

（
「
ふ
れ
あ
い
」
を
目
的
と
す
る
場
合
）
な
ど

　
現
在
こ
れ
ら
の
動
物
を
飼
っ
て
い
る
か
た
、

ま
た
は
こ
れ
ら
の
業
を
営
ん
で
い
る
か
た
は
新

た
に
許
可
や
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

生
活
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

jl

'4降
４動作

　愛
　護
　相
　談
　窓
　口

ゝ　　　　に’

　
ケ
シ
に
は
、
ヒ
ナ
ゲ
シ
の
よ
う
に
観
賞
用
と

し
て
楽
し
む
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ケ
シ
の
仲
間
に
は
麻
薬
の
原
料
と
な
る
も
の
も

あ
り
、
あ
へ
ん
法
な
ど
で
栽
培
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
植
え
て
は
い
け
な
い
代
表
的
な
ケ
シ
と
し
て
、

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
と
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
が
あ

り
ま
す
。
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
は
、
草
丈
１
～

１
・
５
び
、
茎
は
太
く
、
葉
の
ふ
ち
は
ギ
ザ
ギ

ザ
で
茎
を
包
む
よ
う
に
巻
い
て
い
ま
す
。
花
は

白
、
桃
、
う
す
紫
な
ど
で
、
八
重
咲
き
の
も
の

も
あ
り
、
花
が
美
し
い
た
め
誤
っ
て
植
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種

は
、
草
丈
Ｏ
・
５
～
１
冒
、
葉
の
ふ
ち
は
ギ
ザ

ギ
ザ
で
茎
を
包
む
よ
う
に
巻
い
て
い
ま
す
。
花

●
●・

　｜
｜
　　　　｜

｜

●

は
う
す
紫
ま
た
は
赤
の
四
弁
花
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
ケ
シ
を
見
か
け
た
ら
抜
か
す
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
沓
矧
生
課
公
衆
衛
生
班
斜
早
亨
ふ
剛
し

　
整
備
・
点
検
の
た
め
休
業
し
ま
す
。

□
５
月

1 3
日
出
午
前
９
時
～
午
後
１
時

（
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園
２
”
’
・
７
８
ｔ
⑦
リ
リ
じ

１
ｒ
　
－
－
１
１
－
　
■
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

□
６
月
１
日
田
＝
世
帯
票
、
７
月
1
3
日
田
＝

所
得
票
圃
国
民
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年

金
、
就
業
、
所
得
な
ど
の
世
帯
の
状
況
を
総
合

的
か
つ
地
域
別
に
調
査
し
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
す
る

固
平
成
1
2
年
実
施
の
国
勢
調
査
区
か
ら
無
作

為
抽
出
し
た
３
地
区
約
２
０
０
世
帯
囮
調
査

は
、
調
査
員
が
対
象
世
帯
に
お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
厳

Qり'z

//est/on

｜

守
と
し
ま
す
の
で
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
一
世
帯
票
＝
保
健
所
総
務
課
事
業
班
（
2

2
3
・
6
6
9
5
）
、
所
得
票
＝
市
役
所
福
祉
総

務
課
総
務
班
（
Ｃ
＜
2
3
・
6
8
5
1
）

　
　
　
　
　
　
　
‐
－

保
健
所
総
務
課
事
業
班
ｃ
＜
2
3
・
6
6
9
5

　
県
で
は
、
若
者
の
就
職
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
設
置
し
て
い
る
「
ヤ
ン
グ
ー
ジ
ョ
ブ
・

あ
い
ち
」
の
利
用
時
間
・
対
象
年
齢
を
拡
大
し

ま
し
た
。

国
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
６
時
回
中
日
ビ
ル
1
2

階
（
名
古
屋
市
中
区
）
圃
求
人
情
報
の
提
供
・

職
業
適
性
診
断
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

各
種
職
業
セ
ミ
ナ
ー
・
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
・

心
理
職
の
専
門
家
に
よ
る
若
者
家
族
就
職
相
談

な
ど
■
3
5
歳
未
満
囮
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
.

ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
.
i
p
／
ｙ
j
a
／

牡
に
げ

あ

い

ち

◆
0
6
6
5

　　平成20年秋にオープンが

　　予定されているのは、

　　(仮称)○○○○○プラザ?

　　　　(5月31日必着)

応募方法／はがきに｢答｣と郵便番号、

住所、氏名､電話番号･､年齢、職業、市政

だよりの感想などを明記のうえ、〒444-

8601　市役所広報課広樅班まで。は

がきは1人1枚とし、正解者の中から5

人のかたに図書カードを贈呈。

　3月1口号の応募総数は158人で､抽

選の結米、藤井かおる(牧平町)、加藤

芳明(木宿町)､都築利美(六名東町)、

前田和代｢井口｣町)、高梨恵梨(東阿知

和町)の皆さんに図書カードを送ります。

　　　3月1日号の答：多文化

固市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日



財
政
比
較
分
析
表

　
市
で
は
、
平
成

1 6
年
度
の
普
通
会
計
決
算
に
お
け
る
財
政
比

較
分
析
表
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

方
公
共
団
体
間
で
財
政
状
況
が
比
較
で
き
る
分
析
表
で
、
全
国

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
で
も
同
様
の
表
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
全
国
、
県
内
の
他
団
体
の
分
析
表
は
、
総
務
省
、
県
各
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
ｓ
ｏ
ｕ
ｍ
ｕ
.
ｇ
ｏ
.
j
ｐ
／
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
／
ｚ
a
i
ｓ
e
i
／
ｂ
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｋ
ｉ
ｈ
ｙ
ｏ
.

ｈ
ｔ
ヨ
ー

■
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
.
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
.
j
p
／
ｓ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｏ
ｓ
ｏ
ｎ
／
ｚ
a
i
ｓ
e
i
／

ｂ
ｕ
コ
ｓ
ｅ
ｋ
ｉ
ｈ
ｙ
ｏ
.
ｈ
ｔ
ヨ
ー

　
財
政
比
較
分
析
の
対
象
と
な
る
類
似
団
体
は
、
総
務
省
作
成

の
「
類
似
団
体
別
市
町
村
財
政
指
数
表
」
の
類
型
に
準
拠
し
て

い
る
団
体
に
な
り
ま
す
。

- へ
　 　 　 　 　 ●

人口1人当たり地方債現在高[160,677円]

公債費負担の健全度

　起債制限比率[4.7％]
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人口1,000人当たり職員数[6.28人]

　全国市町村平均……11.2　1
愛知県市町村平均…10.3

一一41　

ラスパイレス指数[100.3]
6.0097.0

　
分
析
表
に
は
、
財
政
分
析
の
指
標
を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
財
政
力
脂
数
］
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
も
の
で
、
地

方
交
付
税
法
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
基
準
財
政
収
入
額
を
、

同
じ
規
定
に
よ
っ
て
算
定
し
た
基
準
財
政
需
要
額
で
割
っ
て
得

た
数
値
の
過
去
３
ヵ
年
の
平
均
値
で
す
。
こ
の
値
が
１
よ
り
大

き
い
場
合
は
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
普
通
交
付

税
の
不
交
付
団
体
に
な
り
ま
す
。

［
蘇
腱
娶
庇
咋
］
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
に
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
な
ど
の
ど
ん

な
経
費
で
も
使
え
る
収
入
が
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を

み
る
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
ど
ん
な
経
費
で
も
使
え
る

収
入
を
義
務
的
経
費
に
使
う
率
が
少
な
い
ほ
ど
、
臨
時
的
な
投

資
的
経
費
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
起
舗
髄
膜
比
率
」
地
方
債
の
借
り
入
れ
が
で
き
る
か
を
判
断
す
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　全国市町村平均……8.12I

愛知県市町村平均…7.65

101.0

　類似団体内順位[5／5]

全国市平均……97.6

全国町村平均…93,7

一一
将来負担の健全度

１
Ｊ

人口1人当たり地方債現在高[487,982円]

　一一一一一一一　ｌ　公債費負担の健全度

●　　起債制限比率[9.3%]
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財
政
課
財
務
管
理
班
Ｃ
＜
J
2
3
・
6
0
4
6

る
た
め
の
指
標
で
す
。
こ
の
指
標
の
３
年
間
の
平
均
が
2
0
計
以

上
に
な
る
と
、
起
債
の
許
可
が
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
平
成
1
8
年
度
か
ら
は
、
起
債
の
許
可
制
度
か
ら
協
議
制
度
へ

移
行
し
ま
す
）

人
口
１
人
当
た
り
地
方
債
現
在
高

市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

１
人
当
た
り
の
借
入
金
が
ど
れ
く
ら
い
か
を
み
る
も
の
で
す
。

こ
の
数
値
が
少
な
け
れ
ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
返
済
を
す
る
負

担
が
少
な
く
す
む
と
い
う
も
の
で
す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
給
与
水
準
を
比
較
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
指
数
で
、
国
家
公
務
員
に
対
す
る
地
方
公
務
員
の
給
与
水

準
の
指
標
で
す
。

人
口
千
人
当
た
り
職
員
数
住
民
基
本
台
帳
人
口
千
人
当
た
り

に
職
員
が
何
人
働
い
て
い
る
か
を
み
る
指
標
で
す
。
職
員
数
が

少
な
い
ほ
ど
、
少
な
い
人
件
費
で
効
率
的
に
行
政
事
務
、
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

2.000.皺面祠)i涵ﾝ屈20.01　　　　　　　　　　　j
卯類似団体内順位[52／102]

　　　全国市町村平均……466,109　　1

愛知県市町村平均…414,011

　　　　　---一一一一一一‥一一－－三亙自巌璽回収度　｜

人口1,000人当たり職員数[12.18人]

　　　　　全国市町村平均……11.2●　　　|愛il県市町村平均…10.3

　㈲与水準の適性度(国び些劃

　　　　ラスパイレス指数[89.2]
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(人)類似団体内順ti!:[80／102】

　全国市町村平均……8.12I

愛知県市町村平均…7.65

類似団体内順位[15／102]

全国市平均……97.6

全国町村平均…93.7
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Okazaki

Information

市町村財政比較分析表(平成16年度決算)

類似団体平均

財政構造の

　弾力性　１

人口　344.886人（H17.3.31現在）

面積　226.97kn¶
歳入総額　94.933.828千円　　　　’

歳出総額　91.943.844千円

実質収支　2.717.923千円

　　　　　　　　　　　　公債費負担の
　　　　　　　　　　　　　　健全度

※類似団体とは､人口および産業構造などにより令Klの

　市li川-をssのグループに分iした結米､当該剛体と

　同じグループに属する川体を言う。

尚孤 類似団体平均

財政構造の

　弾力性

人口　9.438人（H17.3.31現在）　　，

面積　160.27l<n¶

歳入総額　4.302.319千円　　　　　，

歳出総額　3.997.399千円

実質収支　289.809千円

　　　　　　　　　　　　　公債費負担の

　　　　　　　　　　　　　　健全度

※類似団体とは､人口および産業構造などにより全国の

　巾町村を88のグループに分類した結果､当該団体と

　同じグループに属する団体を言う．

固市政だよりおかざき2006年(平成18年)5月1日

財政力

定員管理の適正度

- -

将来負担の

　健全度

｀＼、給与水準の

　　　　適正度
　　(国との比較)

岡崎市

※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

--

m±iMズ

回燃ツ

類似団体内･

　　最小値

財政力指数[1.08]
一 一
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頬似団体内順位[2／5]

　全国市町村平均……0.471

愛知県市町村平均…0.89

１　　財政構造の弾力性

k、　　'ﾆ'ﾆｰ.ご　　　経常収支比率[75.3%]
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00.0^一一一一一一一一
卯類似団体内順位【2／5]

　全国市町村平均……90.5
I

愛知県市町村平均…85.6

m似団体内ご

　　最大値2.00

類似団体内
　　平均値

m似団体内
　　最小値

財政力指数[0.66]

　　－－－

類似団体内ｌ位[16／102］

√
6
6

　　　全国市町村平均……0.47
　　　愛m市町村平均…0.89

じ二〕4ｵ政構造の弾力性

　　　経常収支比率[94.1％]
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　全国市町村平均……90.51

愛知県市町村平均…85.6
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m
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１
ノ

額田町の

●

　比率

｜

94.1

●

　　将来負担の

Ｚ／　健全度

給与水準の

　適正度

(国との比較)

額田町

※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

分析欄

財政力指数：自勁車関連企業の増収増益による法人晩収の伸びなど:こよ!)、類似団体平均を十丿可り1.08となっ

ている。今後も、税収の確保、健全な財政の推巡に努める。

経常収支比率：扶助賞が年々増加しているため、75.3%となっているｙ

受益者負担の適正化、経常一一般財源の確保に努める。

起債制限比串：適切な事業の執行、市税を始めとした一般財源の確保により、類似団休平均を上回り4.7%と

なっている。今後も、最小の経費で最大の効果が得られる事業の推進に努める。

人口１人当たり地方債現在高：ここ数年大規膜事業が少なく、借り入れを行う額も少なかったことから、１人

当たりの現在高は横ばいとなっている。

ラスパイレス指数：給'j･水準については全国市平均、類似団体の中で高い水準にある。現在手当については特

殊勤務手当等の見直しを進めているが、綸与においても枠外昇綸制度の|発ll-.などを進め、職務・職責に応じた

給与の体系を作り、綸与水準の適正化に努める。

人口1,000人当たり職員数：全国平均・県内■均を下同っているが、定貝適正化計面に基づき、事侈の統廃合

縮小や民間委託などを推進し、平成18年度からず成20年度までの３年間で病院医療職、保育職、消防戮を除

いた行政職、労務職を5 %削減する。

　財政力

^40以上i

定員管理の適正度

分析欄

財政力指数：自動車開運企業の堅調による法人関係の税収の伸びなどから0.66とriia団体平均を上回っており、

ここ３年間連続しておおよそ0.05ずつ伸びを見せている。

経常収支比率：施設の糾持経費の増加、扶助賢、公債費の増加により、94.1%と類似団体平均を人きく＼洞っ

ている。

起債制限比率：平成l2年度から平成15年度にかけて行った大規模事業の償還費川により、類似団体平均をや

や上回っている。

人口１人当たり地方債現在高：大規模事業の起債発行額が増加したことなどにより、類似団体平均を上川って

いる。

ラスパイレス指数：厳しい財政状況によりここ数年、特別昇給の運用を抑えてきた結果、ラスパイレス指数は、

年々低落下の傾向にある。合併後も引き続き人件費の抑制に努める。

人口1,000人当たり職員数：延長保育や乳幼児保介等保育所の充実のため、保育士を採用したことで福祉部門

が突出して超過している。現在は、延長などの保育士や調理員のパート化により定員の抑制に努めている。
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